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　明けましておめでとうございます。会員の皆様には穏やかなよい正月をお迎えのことと

お慶び申し上げます。

　昨年は国内外共に激動と混乱の年でした。特に，サブプライムローンの破綻に端を発し

たアメリカ発の金融不安と不況は世界中に広まって我々の生活を脅
おびや

かし，現在も終息する

兆しが見えません。そして，国内では政局の不安定な状態が続いています。6月には岩手・

宮城内陸地震があり，5月の四川大地震と併せて地震災害の脅威を改めて感じました。環

境に関わる事柄では，昨年から温暖化防止京都議定書の第 1約束期間に入り，温暖化ガス

の排出削減が喫緊の課題となってきました。我が国はあと 4年のうちに 1990 年の排出量

に対し 6％を削減しなければなりませんが，現在の排出量は削減どころか 1990 年のそれ

を大幅に上回っているのです。従って，削減目標の過半を担う森林部門の二酸化炭素固定

能の確保に努める必要があり，そのためには森林の整備と林業の活性化が不可欠です。

　我が国の林業はこれまでは若齢林が多かったこと等から長い間低迷を続けてきましたが，

ここに来て戦後に植栽された 1,000 万 ha に及ぶ人工林が成熟の時を迎え，国産材の供給

量・自給率は少しずつ上向いてきています。我が国の森林資源は，保育の時代から利用の

時代に入ってきました。山元でも提案型森林施業の拡充をはじめとして，これまでの低迷

状態から脱却するための積極的な動きが出てきてはいますが，需要構造の変化や低すぎる

材価に対応しつつ林業を活性化していくにはまだまだ多くの課題が残されています。現在

は我が国の林業が再生出来るかどうかの岐路にあり，林業技術者である会員の皆様の活躍

に益々の期待が寄せられる時代と言えましょう。

　このような中，木平勇吉氏を会長にいただいて，森林・林業・木材利用に関わる諸問題

を根本から検討し，改革への具体策を見いだしていこうとする「持続可能な森林経営研究

会」が昨秋から活動を開始しました。当協会もその事務局として協力すると共に，研究会

の今後の日程や検討された内容を研究会レポートとして本誌上で報告していますが，この

研究会から新しい方向性が見えてくることを期待したいと思います。

　さて，身から出た錆
さび

とは申せ，昨年は当協会にとって厳しい年でした。この厳しさは未

だしばらくは続くものと覚悟してはおりますが，この春には他の組織に出向していた職員

も帰参する予定であり，今年は業務内容の充実も図って参ります。さらに，昨年の 12 月

から始まった新公益法人制度への対応についても検討をしていきたいと存じます。

　今年は丑年です。私どもの歩みも牛のようにゆっくりかもしれませんが，信頼の回復と

技術の錬磨を念頭に，着実に前進していきたいと念じておりますので，引き続いてのご理

解とご支援をお願いして，新年のご挨拶といたします。 （ひろい　ただかず）

年頭のごあいさつ

社団法人 日本森林技術協会

理事長　葊居忠量
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焦点

●ビジネス・チャンス

　国内森林資源が利用期を迎え始める一方，地球環境問題等による世界的な森林保全の高

まり，中国等新興国需要の増大等から外材輸入の逼
ひっ

迫
ぱく

化が予測され，国内林業にとってビ

ジネス・チャンスが訪れているといわれている。

　確かに，最近の木材需給動向を見ると，需給量（用材）は 2001 年の 91 百万 m3 から

2007 年の 82 百万 m3 まで減少しているのに対し，国産材供給量は 2002 年の 16 百万 m3

を底に上昇に転じ，2007 年には 19 百万 m3 となっている。そのことにより，自給率も

2002年の18.2％から2007年には22.6％と上昇しており，この意味では，国産材のビジネス・

チャンスがきているということができるだろう。

　しかし，このことによって国内森林・林業の新時代が展望できているかとなると話は別

になってくる。第一は，国産材の需要内容を詳細に見ると，増大しているのは合板需要や

集成材需要であり，2001 年から 2007 年までの増大した量のうち，合板用が 77％を占めて

いることである。第二は，この間の木材価格である。スギ中丸太を例にとれば，2001 年

の 15,700 円 /m3 が 2007 年には 13,000 円 /m3 と下がっており，スギの山元立木価格は

7,000 円 /m3 から 3,400 円 /m3 となっている。

　以上のことは，①国産材の需要拡大は，合板や集成材等エンジニアードウッドへの需要

構造の変化を伴っており，木材はその原料材になってきていること，②木材価格も，この

ような需要の変化を踏まえつつグローバル競争の下で形成され，かつてのような国産材価

格を望むことが困難になっていることを表している。そして，現在のところ，このような

需要や価格動向に対応できる国産材の生産体制や森林管理体制は，描ききれていない。そ

のこともあり，一部では皆伐された跡地が造林されずに放置されており，生産の持続性に

ついても疑問を投げかけている。

森林・林業は新時代を迎えうるか
　━━「持続可能な森林経営研究会」の課題

加藤鐵夫
（財）国際緑化推進センター 理事長

〒112-0004 東京都文京区後楽1-7-12 林友ビル3F
Tel 03-5689-3450　Fax 03-5689-3360

E-mail：tetsuo@jifpro.or.jp

●ビジネス・チャンス

●森林施業

●林業経営

●森林・林業新時代

●持続可能な森林経営研究会

　現在の多方面の課題について真摯に向き合い，どのよ
うな形であれば森林管理や林業経営が持続的に行ってい
けるのか，そのビジョンを示すとともに具体化に必要な
対策を明らかにすることを目的として「持続可能な森林
経営研究会」が昨年 10 月に発足した。本稿は，発足に
際して検討された課題を骨子としている。
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●森林施業

　この放置の実態に関する林野庁の造林未済地調査では，2002 年度末の約 25 千 ha が

2005 年度末には 17 千 ha に減少しているとしている。しかし，減少の多くは天然更新に

よっているのである。

　天然更新についていえば，わが国においては伐採跡地を放置すれば，いつかは森林に戻

ると思われている。しかし，「いつ」かが不明であるとともにその森林がどのような森林

になるかが意識されていない。伐採跡地が天然更新されるためには，萌芽できる根株があ

るか，種子があって発芽することが必要であり，発芽後それらが草やササに負けずに生き

長らえ，さらに多種の樹種の生存競争や遷移を経て高木の森林が形成されることになる。

トウヒやカンバ等が天然更新し，それらが生育させようとしている目的樹種とも一致する

ヨーロッパ等と比べ，わが国では期待する樹種を天然更新させることは実は難しい技術で

ある。種子等の所在を確認し，更新の状況を観察し，今後の推移を予測し，必要な補助作

業を見極められる実践的な眼を必要としている。

　天然更新のことを少し長く述べてきたのは，そのことの中に現在のわが国の施業技術等

の実態と問題点があると思うからである。これからの森林整備は，森林の多面的機能の高

度な発揮を図るため，長伐期化や複層林化，針広混交林化や広葉樹林化を一層進めていく

とされているが，そのためには，場合によってはこれまで以上に技術的な裏づけが必要と

される。しかしながら，わが国の林業経営者等の多くは，このような施業の経験がなく技

術を有していない。1950 年代までは薪炭材の生産により萌芽更新の技術が継承されてい

たが，それ以降は拡大造林によって人工林化され，当時の者は既に現役を引退されている。

振り返ってみれば，戦後推進された皆伐・人工林施業（通常伐期）は比較的マニュアル化

し易い施業だった。このため，多様な森林整備を進めていこうとすれば，それに取り組む

技術のあり方を示すとともに，それを指導できる専門家が必要となる。

　このような技術的な問題のみでない。多様である故に，どこでそれが選択されるべき

かについても考え方が整理されなければならないだろう。これは，森林計画の問題であ

る。個別的な森林の取り扱いと同時に流域においてどうあるべきかが明らかにされなけれ

ばならないし，それが実現される道筋についても具体的に示されなければならない。しか

し，現在の森林計画は，その役割を十分に果たしているのだろうか。林業経営者等との間

で議論されることも少なく，その意味では，計画の意図が徹底されていない。さらにいえ

ば，森林計画の基礎となる現況等の情報は的確に把握されているのだろうか。的確な情報

に基づき科学的合理性に配慮しながら計画が作成される必要があるが，所有界さえ不明と

なり，現地の実態把握もままならず，収穫予想表から入力されるデータが現実と乖離して

いるとの指摘もある。

　このような実情をみるとき，既に述べたように現地の実態を踏まえ森林施業等について

指導できる専門家の存在が重要となるが，このことについても現状は心もとない。林業普及

指導員は，年々減少しており，また，多くが県庁内の通常業務を持って，自らの技術を研鑽し

林業経営者等と相対する余裕を失くしている。さらに技術をリードすべき大学等においても

実学的な要素が減少し，現場において指導できるような人材の養成ができなくなっている。
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●林業経営

　適切な森林施業は，経営の確立と相まって実行されるが，ここにも問題が山積である。

　これからの林業経営は，成熟してきた資源を生産販売し収益を上げながら経営していく

経済活動を基礎に取り組まれていく必要がある。しかしながら，これまでは，森林造成や

育林が中心に考えられ，生産に関しては，生産した素材を市場に出して販売すればその結

果が当然のものとして受け入れられてきた。そのため，効率的に生産することや有利に販

売することにはほとんどノウハウを持たずに過ごされてきた。厳しい材価水準においては，

まず，生産をいかに効率化するかが考えられなければならず，そのために，その基盤とし

て生産地の団地化，集約化，路網の整備，機械の有効活用，オペレーターの技能向上等が

喫緊の課題となっている。また，これからは，素材を市場に出すだけでなく直接工場に搬

入する形態が多くなる。需要を開拓するとともに相手方がどのような材を望んでいるかを

常に把握し，それに応じた採材，仕訳，量のまとまり等を考え生産，販売していくことが

必須になる。さらに，需要や価格の動向等を把握しながら販売先との交渉もすることにな

るだろう。

　このようなことを行う体制は，地域によって異なると考えられるが，いずれにしてもそ

のような経営的意識を持ちそれを具体化できる体制を，生産基盤の整備と合わせ作り上げ

なければならない。

　木材利用についても，グローバル競争の下，品質の安定した製品を効率的に製造し量的

にそろえなければならなくなっていることから加工施設の大規模化が図られている。また，

バイオマス・エネルギー等新たな需要が起こり始めている。その一方で，これまで中小工

務店と結びついて成り立っていた中小製材工場は苦境に立たされている。ここにも対応す

べき変化が押し寄せている。

●森林・林業新時代

　森林・林業は，環境問題の深化等により，その多面的機能の高度でかつ持続的な発揮が

求められるとともに，循環型資源として木材の有効活用が必要とされている。これに対し，

わが国の森林資源は，その蓄積をみると 1966 年の 19 億 m3 から 2007 年には 44 億 m3 と

量的には充実してきており，これまで以上にポテンシャルとしての対応可能性は高まって

いる。いわば，これまでの資源育成の時代から利用を含めた多様な活用の時代「森林・林

業新時代」を迎えようとしている。

　しかしながら，既に述べてきたように新時代の展望を切り開くためには課題が山積して

いる。それは，新しい時代にふさわしいこれまでと異なる新たな対応が必要とされている

ことと同時に，長い低迷の中でこれまでの林業経営を支えてきた基盤が機能しなくなって

いるからである。

　従って，今，重要なことは，材価の上昇に期待することなく，現在の多方面の課題につ

いて真
しん

摯
し

に向き合い，どのような形であれば森林管理や林業経営が持続的に行っていけ

るのか，そのビジョンを示すとともに具体化に必要な対策を明らかにすることである。本

誌で 2008 年 9 月号以降レポートを掲載して頂いている「持続可能な森林経営研究会」は，

そのような意図を持って発足した。
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●持続可能な森林経営研究会

　本研究会は，今後 1年以上にわたり，原則として隔週ごとにセミナーを行い，議論を深

めていきたいと考えている。現在のところ，そこで取り上げる課題としては，別図①～③

が想定されている。

　森林施業については，森林の多面的機能の高度でかつ持続的な発揮を図ることを目的に，

技術的問題点と併せ森林情報について議論し実効性ある森林計画等のあり方を明らかにし

ようと考えられている（図①）。
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　木材利用については，適切な森林施業の実施を前提とし，国産材の供給可能性を勘案し

つつ，今後の利用のあり方や木材価値の向上及びそれと併せた林業経営のあり方について

検討することとされている（図②）。

　林業経営については，まず，集約化，路網整備等生産性向上策の加速化について検討し，

林業経営の収益性について整理することとされている。また，そのことを基礎として林業

経営を支える課題について論議し，その課題ごとの対策と併せ，持続性のある林業経営を

成り立たせるあり方を明らかにしたいと考えられている（図③）。

S 望ましい森林施業の

下での国産材の供給

可能量 

S 住宅用需要の今後 Sパルプ材需要の今後 S 資源インフレ下で

の木材利用の変化 

供給可能量の見通し 

樹種，径級，品質等供

給内容の見通し  

新設着工量，リフォー

ム，長寿命住宅等の

動向における住宅用

需要の量，質の変化

利用される部材の内容

の変化 

パルプ材需要の見通し

海外の供給見通し  

（海外植林含む） 

国産材の利用 

ボード，バイオマス利

用等との競合への対

応 

住宅における木材利

用は 

ムク材利用は 

バイオマス利用は 

その他の利用は 

地産地消は 

S 付加価値の向上 

消費者の支持をどう得るか 

JAS

トレイサビリティ（合法証明，森林認

証等） 

S コスト分析，合理化 

加工，乾燥，流通，運搬

S 海外の森林資源と木材需給見通し 

海外における動向と見通し 

新興国の動向はどのような影響を及ぼ

すか 

わが国の木材需要と供給の見通し 

木材価格の見通し（製品価格，素材価格，立木価格）  

加工，流通業界の変化 

中小製材工場等の対応 

LCA，WM，CF 等環境保全指標 

▲図②　木材利用の課題（案）

注 1） 図中「S」は，セミナーの課題として想定
されているもの。

　 2） 現在，森林施業の課題について，「S6」ま
でが終了。
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S 団地化，集約化 S 路網整備  S 林業機械 S 生産システム

評価と問題点

担い手は

どこまで可能か

生産システムとの対応

作設方法の一般化

自作設に必要なこと

加速化の方策

林業機械（車両系，架

線系）の改善

有効利用に必要なこと

現地に即した生産方式

生産システム全体の効率

化（システムパーツご

との改善と全体の改善）

素材生産の生産性目標

○森林施業のあり方 林業経営の収益性の試算

○国産材の需給，価格 ・間伐，皆伐の収益性 ・利用間伐の可能性 ・林業収益の試算 ・森林所有者に

とっての林業収益とは ・経営改善のための取り組み課題

S 森林組合のあり方

・現状認識 ・協同組合の理念 ・今後のあり方

S 素材生産業のあり方

・効率化の進め方 ・地域の担い手になりうるか

S 林業労働の育成

・望ましい労働者のあり方 ・効率的な育成システム ・資格制度

・定着化（労働条件等）

S 指導普及の活性化

・普及指導職員の養成 ・活動の活性化 ・研究機関等との連携

S 学校教育における技術者の養成

・大学の技術者養成 ・農林高校の養成 ・養成のシステム化

S 公的助成，補助金のあり方

・創意を生かす補助金 ・持続経営を支える補助金

S 情報の提供

・情報の収集体制 ・行政，経営者等に必要な情報の提供（森林，木

材，国際動向）

持続可能な林業経営のあり方と支援のあり方

▲図③　林業経営の課題（案）

注 1） 図中「S」は，セミナーの課題として想定されているもの。
　 2） 現在，森林施業の課題について，「S6」までが終了。
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　以上のことは，わが国の森林，林業，木材利用の将来のあり方を考えつつ，持続可能な

森林経営を実現していく基礎構造を再構築したいということであり，そのための改革プラ

ンをまとめたいと考えられている。

　この進め方として留意すべき幾つかの点がある。その一つは，改革のためには現実の問

題点を的確に把握することが必要であるが，それを批判的にあげつらうことだけに終始し

ないようにしなければならないということである。

　二つめは，「森林・林業の本来的あり方＝持続可能な森林経営」を考えるとすれば，こ

れまでの議論が往々にして現在から将来をみる形で行われてきたことに対し，できるだけ，

将来からみてこうあるべきという形で考えられなければならないということである。

　三つめは，これらの課題はそれぞれに関連しており，個々の関係を総合化する必要があ

るということである。例えば，林業労働力の育成についてみれば，通年雇用の確保や月給

制をはじめとする処遇の改善を行うべしと議論されるが，事業量の安定的確保や賃金に見

合った生産性の向上が図られなければ実現は容易ではないだろう。従って，それぞれの課

題の個々の対策と併せ全体的で総合的な検証がなされなければならない。

　四つめは，より実践的な改革プランを作成していくためには，関心を持つ多くの方々の

参加と積極的な発言を期待したいということである。そのため，セミナーは原則として公

開で行うとともに，その結果についてもホームページ（http://www.sfmw.net/）で公表し

ていくこととしている。

　このようなことは，これまで国等が行うことと考えられてきた。しかし，新しいあり方

を考えるとすれば行政の取り組みと併せ民間的なレベルでも多様な議論がなされることは

意義のあることと思っている。実は，新時代のあり方は，行政依存型ではなく行政とパー

トナーシップを結ぶ形に変わることが求められているのである。

　戦後造成してきた人工林が利用できる時期を迎えつつあるが，見方を変えれば，この森

林を今後どうしようとするかが今問われているともいえる。伐採するのか，さらに長期に

育成していくのか，その意味では戦後の拡大造林の時代が転換期であったとすれば今が第

2 の重要な時なのである。さらに高齢化した現在の担い手の状況や今後の社会における森

林・林業の重要性等を考え合わせれば，この 5 ～ 10 年の間に森林・林業の基礎の再構築

を図り将来にわたって持続する形を作り上げていかなければならない。そのための課題は

多岐にわたるし，実現の困難性も予測されるが，まずは，議論をし行動するところから始

めよう。 （持続可能な森林経営研究会 総括／かとう　てつお）

▲毎回白熱した議論が戦わされる
「持続可能な森林経営研究会」
のセミナー風景
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＊山下…〒 612-8522 京都市伏見区深草藤森町１　Tel 075-644-8219（直通）

小学校教師による小 4理科・「総合的な学習の時間」の教材研究―1枚の写真を通して

知ろう。学ぼう。校庭の公園から…
作成：長瀬雅一（ながせ まさかず／北海道函館市立駒場小学校 教諭）

寸評：山下宏文（やました ひろぶみ／京都教育大学 教授）＊

●誌上教材研究（隔月連載）　その 31

　語り：「この写真の場所はどこでしょう？　わ

かりますか？　これは，みんなの近くにある公園，

校庭のはじにある『こまどり公園』を写したもの

です。休み時間など，みんなで遊んでいる場所で

すね。こまどり公園と呼ぶように，たくさんの鳥

類が来ています。鳥たちの様子を見ていると，木

の実，虫などいろいろな物を食べています。鳥の

種類は，10 種類以上になります。公園に来た鳥

たちが，どんなことをしているか，観察して記録

をとることもよいと思います。

　また，公園には，鳥たちがやって来る木がたく

さんあります。公園の樹木は 10 種類以上になり

ます。ポプラ，クリなどの木の高さは，10 メー

トル以上になっています。ほかにも公園には，た

くさんの木があります。まっすぐ伸びている木。

木の真ん中に穴が開いていて，鳥たちの巣になり

そうな木。木の根元が大きく分かれていてどっし

りと大きな木。オンコやクリなどのように食べら

れる実のなる木。冬でも葉がついている木。秋に

は葉を落としてしまう木。それぞれの木には，ど

んな特徴があるのかを調べてみてください。そう

すると，鳥と木，虫と木など，自然の中のいろい

ろなつながりなどもわかってきます。

　1 年間，この公園を観察してみると，今まで知

らなかったことが，たくさん発見できると思いま

す。ぜひ，観察を続けてみましょう。」

　意図（長瀬）：学校の校庭は，児童にとって身近に樹木や自然を感じることのできる空間である。
身近な木や森を見て感じることや想像をふくらませることは，自分たちの生活にはないもので，こ
のことから森の不思議（未知）さや自然界の連鎖を知ることができる。4年生の理科の内容としても，
十分に考えさせることのできる教材，単元であると考える。

　寸評（山下）：平成 10年版学習指導要領 4年理科の「植物」の扱いでは，「夏生一年生植物のみ
を扱うこと」という制約が示されていた。しかし，新版（平成 20年版）では，その制約が取り外
され，「身近で季節によって成長に伴う変化が明確な植物」（解説）となった。今後，校庭の樹木は，
理科の教材としても積極的に活用されることを期待したい。そして，校庭の樹木から地域や日本の
森林へと子どもたちの視野を広げたい。

▲

こ
ま
ど
り
公
園
の
様
子
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焦点

●はじめに

　前回（千葉，2008）は，高齢林が到達し得る森林の大きさや現存量について概観すると

ともに，これまでの調査データ等を参考にしながら，標準伐期を超えた高齢林の成長ポテ

ンシャルや成長特性について検討した。今回は，若齢林から高齢林に至るまでの間に変化

する林木個体の樹高や樹冠などの大きさや幹の形成過程を見ながら，高齢林に至るまでの

そうした林木の成長を規定する要因としての立木本数密度の効果を検討しつつ，高齢林へ

の誘導・維持するための間伐による立木密度の制御方法について考えてみる。

●林内の樹高と枝下高

　まず人工林内の各林木の大きさを見てみよう。図①はヒノキ人工林の樹高，枝下高と胸

長伐期化への道筋を考える（Ⅱ）
　━━樹冠長を目安とした高齢林の管理

千葉幸弘
（独）森林総合研究所 植物生態研究領域 物質生産研究室 室長

〒305-8687 茨城県つくば市松の里1

Tel 029-829-8220　Fax 029-874-3720
E-mail：chiro@ffpri.affrc.go.jp

●林内の樹高と枝下高

●樹冠長は立木密度によって決まる

●林冠閉鎖に関与する幹と枝の相互関係

●立木密度をいかにコントロールするか

0
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胸高直径(cm)

地
上

高
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32年生

0

5

10

15

20

25

0 10 20 30 40

胸高直径(cm)

51年生

▲図①　ヒノキ人工林の樹高，枝下高と胸高直径の関係
　凡例：●樹高，○枝下高
　注と出典： 森林総研天岳良試験地（茨城県筑西市）での継続調査データで，32 年生および 51 年生時点の

関係を比較した。
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高直径との関係である。林齢 32 年生と 51 年

生を比較してみると，林齢が若いときは樹

高にそれほど大きな差は認められず，せい

ぜい 13 ～ 15m の範囲にある。しかし林齢

とともに個体差が大きくなり，胸高直径が大

きいものほど樹高も大きくなってくる。一

方，枝下高を見ると，胸高直径に関係なくほ

ぼ同じ高さにそろうようである（清野 1990，

Chiba2006）。人工林の枝下高がそろう現象

はスギ人工林でも認められている。ただ，枝

下高のバラツキは林齢とともに大きくなって

くるが，これは林齢とともに立木密度が低く

なり，林内の混み具合に不均一さが生じるた

めであろう。

　枝下高が一定の高さにそろう理由は，暗い光環境では葉が生存できなくなる限界条件が

あり，林冠を透過して減衰する太陽光によってその限界条件が決まるためである。立木密

度が低いほど光が林冠を透過しやすいので，図②に模式的に示したように，林齢が増すほ

ど葉層（樹高と枝下高の差）は深く，樹冠長が長く伸びていくことに対応している。林齢

とともに樹冠長が長くなることは林床の光環境の改善にもつながるので，長伐期林の下層

林外光

林外光

透過光

▲図②　林冠の透過光と樹冠長
　注： 立木間隔が広いほど，林冠を透過する光が増加して樹冠長が長くなる。さらに樹高

成長とともに林床に到達する光量も増加するようになる。

▲図③　スギ人工林における平均樹冠長と立木密度の関係
　注： 実線は，閉鎖林分における平均樹冠長の近似曲線

を示す。
　出典：安藤ほか（1968）により作図（一部改変）
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植生が豊かになること（清野 1990，Nagaike2006）とも関係している。

●樹冠長は立木密度によって決まる

　林木の樹冠は，光合成を通じて林木の成長を司
つかさど

る部位であるが，樹冠の大きさはどのよ

うにして決まるのであろうか。図③は，スギ林における間伐直前の平均樹冠長と立木密度

の関係を示す。立木を低密度管理している飫
お

肥
び

地方を除くと，どの調査地でもこの関係は

同じ曲線上にあるように見える。つまり閉鎖した人工林であれば，立木密度が低いほど平

均樹冠長は長くなり，どのような施業履歴をたどったとしてもほぼ同じような関係に収束

するようである。しかも飫肥のような低密度管理の人工林であっても，徐々に樹冠長が伸

びて伐期に達するころには，ほかの人工林と同様の，樹冠長と立木密度の曲線（図中の近

似曲線）に近づいていく。図③に示した飫肥の樹冠長の動きは，間伐後の樹冠長の変化を

考えるヒントを与えてくれる。

　人工林における樹冠長の成長経過は以下のように整理できるであろう。図④に模式的に

示したように，植栽後しばらくは植栽木同士が離れているので下枝が枯れ上がることなく，

7 ～ 8 年生ごろに林冠が閉鎖する。林冠閉鎖後は下枝が枯れ上がり樹高成長とともに枝下

高が上昇するので，樹冠長（＝樹高－枝下高）はほぼ一定のまま，樹高成長とともに樹冠

自体が上昇する。しかし間伐によって林冠閉鎖が解除されると林冠下層の光条件が好転す

るので下枝が枯死せずに済み，間伐後しばらくは最下層の枝の高さ（枝下高）はほぼ一定

のまま推移する。その間も樹高は成長を続けるので，結果として樹冠長は伸び続ける。そ

して再び林冠が閉鎖すると，枝下高は再び樹高成長とともに上昇し始める。このように樹

冠は，間伐を繰り返すたびに長くなり，枝葉量も増加することになる。だが，間伐を繰り

返せば樹冠長がどんどん長くなるというものではなく，樹木の成長特性がそれを制約する

ことになる。

●林冠閉鎖に関与する幹と枝の相互関係

　幹は枝が合流して形成されるので（図⑤ A），合流する枝が多いほど幹は太くなる。高

閉鎖 間伐

樹高

枝下高

再閉鎖

林齢

樹
冠
長

▲図④　間伐に伴う樹冠長の変化
　注： 間伐を繰り返すごとに樹冠

長は長くなる。
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密度林分や枝打ち木では，逆に，合流してく

る枝の量（枝の本数ではなく，幹に封入され

る枝の断面積あるいは体積）が少なくなるの

で，幹が細長く完満になるというわけである。

　樹木は永年性作物であるため，幹の内部に

はすでに枯れ落ちてしまった過去の枝の一部

が封入され，節として残る（図⑤ B）。つま

り幹も枝も含めて樹体には過去から現在まで

のすべての成長経過が刻み込まれているわけ

である。長期間にわたる樹木の育成において

は，こうした過去の成長履歴も考慮すべきで

あろう。また枝と幹はそれぞれが独立して成

長するのではなく，両者がバランスを取りな

がら成長する関係にあることも忘れてはなら

ない。枝が太ければ幹も太く，幹が細ければ

枝も細くならざるを得ない（図⑥）。枝が細

▲図⑤　枝の合流による樹幹の形成
　注： 樹幹は枝が合流することによって太くなるが（A），内部にはすでに

枯死した枝が封入されており（B），樹木を育成するためには，過去
からの成長経過を考慮する必要がある。

　出典： B はパイプモデル（Shinozaki ら，1964）から作図

▲図⑥　幹と枝の相互依存（太さの制限）
　注： 枝が合流して幹が形成されるので，幹と枝は一定

のバランスを取りながら成長する。

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ

枯枝

生枝

Ａ Ｂ

枯枝

生枝
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ければ着生している葉量も少ないので，枝の成長も遅くなる。こうした樹形の発達過程に

関する規則性は，高齢林にも共通の現象である。

　長伐期林への転換を図るために，過密林分の成長を促そうとして性急な強度間伐を行っ

ても，枝が細ければその成長回復には相応の年数を必要とする。幹もまた枝の大きさに見

合う程度にしか成長できないので，幹が立木密度に応じた径級に成長するためにも相応の

年月を要する。しかも樹高成長は林齢とともに低下することが多いので，高齢林ほど間伐

後の成長回復はさらに遅れる。したがって，長伐期化を意図して高齢林の成長を期待する

のであれば，間伐等の施業は早めに対処する必要がある。

　間伐後の林冠閉鎖に要する期間は，樹種や樹高成長によって異なると考えられるが，こ

の問題については改めて検討したい。また前回も述べたように，間伐を繰り返して立木密

度がある程度まで減少すると林冠は再閉鎖しなくなる。立木密度が低下してそのような段

階に近づくと，林分密度管理図とその概念は適用できなくなるので，目安としても意味を

なさなくなるであろう。

●立木密度をいかにコントロールするか

　長伐期化を目指す人工林が具備すべき要件として，どのようなことが考えられるであろ

うか。林齢 40 ～ 50 年生の標準伐期齢までに何度か間伐が実施され，樹高に見合った幹の

径級と，それを実現するだけの適度なサイズの樹冠を持ち合わせていなければならない。

図⑦は，主なスギ人工林の施業地における立木密度の経時変化を例示したものである。短

伐期人工林では，林家が意図する生産目標に応じて植栽密度と間伐パターンが適宜組み合

わされているので，若齢期までの立木密度は様々である。しかし，成長が進んで主伐期に

近づくと，立木密度にさほど大きな違いは見られなくなる。このことは前回の図⑩でも指

摘した。短伐期での主伐を念頭に置いている以上，若齢段階で特徴的な木材生産を目指す

のであるから，このことは当然と言えば当然である。

　短伐期人工林を長伐期に誘導する際の一つの目安として，樹冠長率がしばしば問題に

される。樹高に対する樹冠長の比率のことであるが，長伐期林へ転換するためには主伐時

の樹冠長率が 30％以上あることが望ましいとされる（藤森 2005）。図⑧は，前掲図⑦と同

じスギ人工林のデータを基に，樹冠長率の経時変化を示したものである。高密度・多間伐
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▲図⑦　スギ人工林における立木密度の変化
　凡例： ●国有林，■吉野，□西川，△飫肥
　出典： 安藤ら（1968）より作図
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▲図⑧　スギ人工林における平均樹冠長率の変化
　凡例： ●国有林，■吉野，□西川，△飫肥
　出典： 安藤ら（1968）より作図
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施業を旨とする吉野地方のスギ人工林の樹冠長率が最も小さいが，それでも常に 30％以

上はある。しかも吉野の樹冠長率が最も安定しており，ほぼ 40％前後で維持されている。

吉野スギの端的な特徴として，年輪幅がほぼ一定間隔になることが挙げられるが，樹冠長

率が一定になっていることと関係しているのかもしれない。

　長伐期林への転換に際して樹冠長率 30％以上が望ましいというのは，経験的な知見か

らの指摘であるが，少なくとも標準伐期における樹冠長率が小さ過ぎるのは好ましくない。

前掲図⑧で示したように，実際の人工林でも樹冠長率 30％以上であることからも，健全

な成長を維持するためには充実した樹冠を形成するような施業管理が必要である。樹冠長

率に関する科学的根拠が得られているわけではないが，おそらくは高齢林の年輪成長に関

連づけて整理できる問題のように思われる。

　人工林の年輪幅は幹の中心付近で広く，徐々に狭くなるのが一般的である。特に過密林

分では年輪成長が極端に低下してしまう。極端な例だが図⑨は，ヘクタールあたり 3,500

本を植栽してそのまま放置した場合の本数減少とそれに伴う樹冠長率のシミュレーション

結果である。この計算例では，7 年生で林冠が閉鎖すると同時に樹冠長率は急速に減少し，

35 年生で樹冠長率が 30％を下回った。おそらく過密林分ではこれと同程度，あるいはそ

れ以上に早いペースで樹冠長が短くなるかもしれない。

　挿し木林分と実生林分では樹高のそろい方が違うであろうし，また林地傾斜などによっ

ても自然枯死の発生量が異なるので一概には言えないが，自然間引きによる本数減少が少

ないほど林分密度が高く，樹冠長率は小さくなりやすい。長伐期化を意図するのであれば，

そうした林分では特に，早めの間伐を実行して樹冠長を伸ばすような管理が必要であろう。

　標準伐期を過ぎてなお高齢林を維持していくためには，風雪等の気象害への抵抗性を高

めるため，幹の直径成長を促すのが得策である。風雪等に対する抵抗性は幹の直径が大き

いほど効果的である（小泉 1987）。間伐が遅れるほど樹冠長率は小さいままであり，直径

成長が促進されないので，気象災害のリスクをさらに背負い続けることになる。そのため，

長伐期化を目指すのであれば，樹冠長が短いことに不安を抱き続けるのではなく，特にス

ギ林では標準伐期齢までに樹冠長率を 40％近くまで上げておくほうが無難であろう。樹

▲図⑨　無間伐林の樹冠長率のシミュレーション
　注 1： ヘクタールあたり 3,500 本を植栽した後，一切の間伐を行わず，自

然間引きによると仮定した。
　注 2： 本数減少（A）に委ねた場合の樹冠長率（B）をシミュレートした。
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冠長が長いほど，その後の間伐に対する反応も速やかになるはずである。高齢林では林

冠が閉鎖しなくなることはすでに指摘したが，林冠閉鎖しない程度まで立木密度を低下さ

せることは，単に直径成長の促進効果があるというだけではなく，高齢林では樹高成長が

低下しているので形状比を下げる効果もある。結果として気象害に対する抵抗性を付与し，

健全な高齢林が誘導されるものと思われる。

●おわりに

　前回と今回にわたって，長伐期施業を考えるときに必要な情報について，森林の成長と

いう観点から整理してきた。より実際的な施業問題として，樹冠長を的確に制御するため

の間伐手順，径級および材積成長の予測，気象害リスクの評価などに関する具体的な解説

が求められると思うが，今回は，前回分を含めた論旨を以下に要約するにとどめる。

（1）森林蓄積量はその林分の最大樹高によって規定されるが，樹高成長が良好であれば

1,000m3/ha程度の蓄積を持てる可能性はある。

（2）樹高成長は，間伐後の林冠閉鎖や林分成長そのものを左右する重要な因子である。樹

高成長は林齢とともに徐々に低下するが，100 ～ 200 年生の高齢林でも年 10cm 以上

の成長が確認されている。

（3）若齢～壮齢期の樹高成長は気象条件や土地条件で大きく変化する場合があり，地位指

数だけで高齢期の成長を見通すのは難しい。長伐期化を目指すのであれば，周辺地域

を含めた現地の樹高成長経過を参考にして見極める必要がある。

（4）枝と幹の相互関係や樹冠の形態的な制約から，立木密度の低下とともに林冠は閉鎖し

にくくなり，立木密度が少なくとも 200 本程度になると林冠は閉鎖しなくなる。こう

した森林ではそれまでの間に十分に直径が成長しているはずである。

（5）気象害に対する抵抗性を高めて健全な高齢林を誘導するためには，早い時期から間伐

を繰り返して樹冠の発達と直径成長を促す必要がある。標準伐期の時点で，特にスギ

林では樹冠長率 40％を目標にしたい。このことは，高齢林化とともに低下しがちな

年輪幅を広げ，均質な材を生産するという点でも理に叶
かな

うことである。
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●はじめに

　平成 19 年 3 月 25 日 9 時 41 分，能登半島沖を震源とするマグニチュード 6.9 の地震が

発生し，輪島市で最大震度 6強を観測した。

　また，本震発生後 1ヶ月以内に震度 1以上の余震を 357 回観測するなど活発な余震活動

を伴ったこの地震は，地震が少ない本県において能登半島を中心に大きな被害をもたらし

た。

　この地震により，当奥能登農林総合事務所管内の林道も多大な被害を被ったが，一方で

国道・県道等が不通となり，孤立した集落の迂回路として，また，路体の崩落により不通

となった能登の大動脈能登有料道路において孤立した車両と乗客の避難に役立つなど，林

道は災害時の迂回路として，またその後の災害復旧工事においても大いに活用され，山村

地域における林道の重要性を再認識する機会にもなった。

●県による災害調査の応援

　地震被害の大きかった輪島市（旧門前町）を中心に，林道のいたるところで法面の崩落や

路体の崩壊，擁壁の転倒や舗装に大きな亀裂が発生するなどの被害が見られた（写真①，②）。

　管内の市町管理，県管理を合わせた林道の路線数は 278 路線，延長 586 キロと膨大であ

り，その管理の多くはそれぞれの市町であることから，その被害調査や復旧事業の申請に

向けた準備は本来市町が行うべきものであった。

　しかしながら，市町は林道だけでなく広範な被害を抱えており，優先するライフライ

林道災害概況調査の迅速化
―能登半島地震発生後の取組みから―

岡山　剛

石川県奥能登農林総合事務所 森林部 森林土木課 主任技師
〒929-2392　石川県輪島市三井町洲衛10-11-1 能登空港ターミナルビル3階

Tel 0768-26-2330（内線3804）　E-mail：t-oka@pref.ishikawa.lg.jp

報 告

▲

▲

写真①，②　被害状況
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ン等の確保に全力で取り組んでいたため，早急な林道被害調査は困難と判断したことから，

県として全面的に協力することとなり，そのために県下各農林事務所や県庁，林業試験場

から被災直後より多くの林業技術者が派遣され，調査に当たることとなった。

●調査における課題・問題

　しかしながら，調査においては次の点が課題・問題点となった。

　1）　調査・取りまとめの迅速化

　　激甚災害適用の早期内定に向け早急に調査を実施し，国の査定を受けること。

　2）　調査対象林道への案内

　　応援職員はもとより事務所職員も，市町管理林道の位置に不案内であること。

　こうした課題に対処するため，以下の方法により調査を実施することとした。

●調査に使用した器具類

・パソコン（地図ソフト“カシミール”をインストール）

・数値地図　2万 5千分の 1（国土地理院 地図閲覧サービスよりダウンロード）

・マウス GPS BU-353（USB）高感度 SiRF STAR Ⅲモデル（写真③）

・路網配置図（5千分の 1地形図で作成した紙図面）

・ハンディ GPS GAMIN GPSMAP60CSx 日本語版（車両通行困難地調査用）

・インバーター（パソコン電源確保用）

●調査方法 1 ───── 調査林道へのナビゲーション

　1） 　GPS（衛星による測位システム）を使用し，パソコンにマウス GPS を取り付け（写

真④，⑤），調査を実施した。

　写真③　マウス GPS
　写真④　車載状況 1
　写真⑤　車載状況 2

⑤

④

③
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　2） 　パソコン画面上には 2万 5千分の 1の地形図に衛星から測位した車の位置が常に表

示され，路網配置図と照らし合わせながら目的の林道へ向かった。

　3） 　調査対象の林道に向かう道路（国・県・市町村道）が地震被害により通行が不可能

な場合の迂回路検索にも，パソコン画面上の地形図と GPS の位置情報が役に立った。

●調査方法 2 ───── 被害状況の入力と取りまとめ

　被災箇所到着後の調査方法として，次の 4項目を順に行った。

　

　この方法により，被災状況の調査・報告書作成に係る事務の省力化を図った（図③）。

　また，測位した緯度経度等の情報を応援職員や測量委託業者と共有することで，後の写

真撮影や現地を特定する際にも役立つほか，余震等により新たな被災箇所が確認されても

既存の箇所と混同することなく変更箇所が把握できた。

1） 　被災箇所を地図上にプロットする（図①）。

2） 　プロットする際に詳細情報として，被災状況（箇所名・被災区分・延長等）

を入力する。

　　注意： 入力する際には，後にエクセルでの集計を可能とするため文字間をカンマ又はスペ
ースで区切る（図①）。

3） 　調査後，路線内の被害箇所をパソコン画面上に全て表示させ，カシミール

の計測機能で被災箇所間の距離計測を行い，箇所（1被災箇所 150m 以内単位）

の集計をする（図②）。

4） 　上記 3）の計測結果に基づき，再度 2）の入力の訂正を行う。訂正後は 2）

の入力データをテキストファイル形式に保存。エクセルで読み込むことによ

り，報告様式の作成を行う。

▲図②　150m 単位の集計▲図①　地図上へプロット
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●考 察

　今回の GPS データを活用した調査方

法により，以下の成果が得られた。

　
1） 　現場に不案内な応援職員のみに

よる現地到達，調査実施が可能。

2） 　一度調査を行っておけば，再調査

や前回調査との対比が容易に行える。

3） 　データの共有により測量委託業

者の現地特定，余震等による被害

拡大時の訂正，新たな被災箇所の

把握及び既存被災箇所との混同防

止に役立つ。

　なお，徒歩で向かう現場においてハンディ GPS も使用したが，ノートパソコンに比べ

文字入力時において不便であった。

●おわりに

　GPS 機器やデータの活用は，わずかではあるが測定誤差も生じたことから，確定調査

として使用するには今後，まだ改善すべき点はあるものの，今回の地震のように広範囲か

つ職員が不案内な現場等で早急に調査を実施する際において，概況調査にはかなり有効な

手段であると言える。

　今回の調査においても，こうした調査・取りまとめ方法の効率化や工夫と連日連夜にわ

たる職員の努力により，当初 1 ヶ月以上もかかると想定された調査報告を発生後 10 日間

余りで完了し概況報告をすることができ，被害発生から 40 日後には国の災害査定を受け，

その後の復旧工事の早期発注につなげることができた。

　こうして調査した奥能登管内 2市 2町の林道施設災害は，最終的に 61 路線・196 箇所・

9,385 メートル，被害額約 8億円となったが，平成 20 年 10 月 3 日をもって全ての箇所で

復旧工事を完了することができた。

　近年，地震や局地的豪雨などの甚大な自然災害が多発する中，今回の本県での経験と調

査方法が今後，こうした災害時の調査と早期復旧において少しでも役立てば幸いである。

　最後に，能登半島地震の発生からこれまでの間，県内外から寄せられた多くの皆様から

の励ましやご支援，地元森林所有者をはじめ，国や県，市町等の関係の皆様のご協力に心

より感謝するとともに，復旧した林道が今後，奥能登地域における間伐実施等さらなる森

林整備の推進や地域間交通に活用されることを心より願うものである。

 （おかやま　つよし）

▲図③　集計結果
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　前略，

　「“風致林施業”を語る技術者の輪」での書簡のやりとり，これまで 3回，私も森林の

風致にかかわる研究者として，興味深く拝見いたしております。飛び入りにはなります

が，議論に参加させていただければと思います。

＊

　邪推ではありますが，清水さんの問い掛けの根底には，「風致」ってどこに行ってし

まったのだろう，という疑問と切なさ？があるのではないかと思います。私も実はそれ

を感じているひとりで，漠然とそんなことを考えることがあります。

　たしかに現在，都市計画関係の「風致」を除けば，林業・林学関連の枠組みの中に公

式に「風致」という言葉が使われている場所は数えるほどしかありません。大学の研究

室名としては，東大や日大に「風致」を冠した研究室があるくらいです。私が森林総研（関

西支所）で配属になった研究室は「風致林管理研究室」でした。林業試験場から森林総

合研究所に組織替えになったときに，当時の「行政サイドからの研究ニーズが著しく高

まって」（当時の支所広報誌より）いたことからできた研究室ですが，それも 2001 年の

独法化の際に「森林資源管理研究グループ」という形で大きな括
くく

りの一部になりました。

行政用語としては，長野県からも事例を紹介していただいたように，「風致」施業や事

業は実際にはほとんどなく，せいぜい「風致保安林」が残っているくらいではないでし

ょうか。

　その一方で，森林学会の大会に参加されるとおわかりのように，研究の発表部門とし

て「風致」は生き続けています。近年は一時期に比べると確かに発表数は限られていま

すが，それはこの部門自体が弱くなったというよりは，「風致」を母体とした新しいテ

ーマ別セッションが増えたことや，境界領域的に他の部門での発表にまわる場合も多い

ことの結果だと思っています。たとえば，風致をその出自に含みつつ，より専門化し分

化していったセッションとして，環境教育や保健機能，ツーリズムやレクリエーション

の管理，文化的景観などのセッションが生まれ，それぞれにぎわいを見せています。ま

た，そこには相応の行政的ニーズもあれば，都市住民や地域住民，森林所有者からのニ

ーズもあるのだと思います。そういう意味では，「風致」は森林をめぐる新しい視点の

ひとつの起点だったと言えるでしょう。

　そんな状況の中，「風致」という分野の名前を，そうした分化していったものを包含し

直せるような，もっとよい言葉で置き換えられないだろうかと仲間内で話題になったこ

とがあります。しかし，結論からいえば，ほかにそれほどしっくりくる言葉はないので

す。長くてかえって分かりにくい名前になるか，短かければ分野が狭められてしまうと

いった具合で，「風致」という言葉が含意する，「森林の魅力」や「森林の個性」を引き

出し，それを人が享受して心身に好ましい変化を得られるようにする，という仕事を改

めて簡潔に表現することはなかなか難しいようです。それゆえ，「風致」という分野には，

いつでも里帰りできる懐
ふところ

の深い場所として将来もあってもらいたいと思うわけです。

＊
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　さて，しかしそこで「風致施業」論です。「風致」の考え方を現場の森林に移す手段

のはずだった「風致施業」の方はどこへ行ってしまったのでしょうか。そして，どこに

進むべき方向があるのでしょうか。今回は紙幅が限られていることもあり，まずはひと

つ議論の視点を提供できればと思います。

　最初の書簡の中で清水さんは，森林の「功利」を目指した施業と「美」は一致すると

したザリッシュの森林美学以来の考え方を紹介されました。これについては，すでにそ

の予定調和論的な考え方の限界が指摘されていますが，木材生産のための施業一
いっ

切
さい

合
がっ

財
さい

が，美や人の森林利用の快適さに直結するとは，まったくないとは言わないまでも一般

的に言うことは難しいでしょう。もちろん，良質な材の生産を目指して「いい木」「いい山」

を育てることが，機能的な美しさを産み出すことには異論はありません。

　しかし，現実の社会では，今ある山から利益を得ようと考えれば，とりあえず何もし

ないか，とにかく規模をまとめて伐るかというのが，多くの場所で起きていることです。

功利を目指した林業がまったく美に結びつかない，そしてさらには，清水さんが同じ書

簡で感銘を表されたような，経験と技術に裏打ちされた施業で「いい木」「いい山」を

育てようとすること自体も，残念ながら功利に結びついていかない状況となっています。

このような時代の「風致施業」は，一部の公園や休養林のような場所に閉じこめられて

しまうしかないのでしょうか？

　むしろ，この議論に関連して新しい考え方への展開を図るならば，地域独自の生業と

社会・自然条件によって産み出されてきた特徴的な森林景観をどのように評価し，残し

ていくのかという議論に重なるところがあるのではないかと思います。

　たとえば，非常に分かりやすい例で言えば，北摂地域の台場クヌギの薪炭林や宮崎県

諸塚のモザイク林などは，地域の自然条件や周辺を含めた社会条件とつながって，それ

ぞれ独特の森林景観を形づくってきました。それは過去のある時点では，間違いなく「功

利」を目指した結果生まれた景観なのですが，それはもちろん結果であって，決してそ

ういう景観を目指して施業を続けてきたわけではありません。これらの景観は，地域ら

しさや文化の表象として「発見」し直されることで，従来からの快適性や美しさとは違

う軸で評価され，将来も残すべき景観と認識されてきたのです。

　こうした分かりやすい例以外にも，地域の文化を反映した姿を見せる森林というのは

人工林，天然生林を問わずどの地域にもあるのだろうと思います。そして，そういう森

林ができてきた条件となる施業技術・自然の見方・社会の仕組みなどは，その景観を持

続させようとする限り参照が必要になってくるものです。そうした地域ごとの施業の枠

組みを，発展的に理解し持続させることで，同じ景観を見ることのできる機会を将来に

引き継いでいくことも，これからの時代の「風致施業」のひとつの役割なのではないで

しょうか。 （森林総合研究所 関西支所／おく　ひろかず）

皆さまからの投稿をお待ちしています

　森林風致や景観施業，みどりのグランドデザインなどについて，会員・読者の皆さ

まのご意見や現場事例などを編集担当までお寄せ下さい。

⇒ 連絡先：普及部 吉田・志賀まで。：isao@jafta.or.jp
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（1）森林経営の環境変化と森林情報の質の変化

　1990 年代から，森林経営を巡る国際的な議論の枠

組みは，モントリオールプロセス等により大きく変化

している。国際的に生物多様性の保全や，森林生態系

の維持が求められ，現場レベルでは経済林と環境林の

区別の必要性が生じている。このため，森林経営内容

の透明性を高めることが求められている。

　これに対応するためには，ランドスケープレベルで

のエコシステムマネジメントの具体化が必要である。

日本で課題となっている生産林・環境林のゾーニング，

野生動物管理，マツ枯れ・ナラ枯れの問題，希少種の

保全などは，GPSを用いたポイントデータとしてラン

ドスケープレベルで管理するのが効率的である。

（2） 「林業試験場型の森林 GIS」の重要性とその具体例

　ところが，日本の森林管理は，基本的に森林簿と森

林計画図に基づいて行われており，森林簿をベース

とする森林 GISは，こうした問題への対応ができない。

これを解決するために，田中氏は，林業試験場等の研

究機関において，森林情報技術の専門家集団が，各種

のニーズに応じて森林情報をデジタル化し，GISの高

度な空間解析機能を駆使して，現場で使える森林 GIS
情報を整備していくしかない，と主張する。

　田中氏は，上記の「林業試験場型の森林 GIS」の具

体例として，いくつかの事例を紹介をした。

　三重県宮川村での環境林と生産林のゾーニング事例

や，京都府自然環境情報収集・発信システムの事例（野

生動物情報の収集と，Web-GISを活用した情報発信），

バイオリージョン GISによる地域生態系の保全，日吉

町森林組合の施業実績に基づく美山町の施業地の地形

解析などが紹介された。これらの事例から，森林 GIS
システムが，森林経営の透明化・効率化・精緻化に大

きなポテンシャルを持っていることが示唆された。

（3） 森林経営現場で活用されるための森林 GIS システム

　一方，現行の森林 GISシステムは，行政型の GISと
しては有効かもしれないが，森林組合等が実際の森林

経営に使うためのシステムとしては不十分である。

　GISの導入により，森林簿と森林計画図がリンクし，

データベースとしての活用性は格段に進展したが，林

小班による区分と森林簿とを組み合わせたに過ぎない。

小班や小班枝番号による森林管理手法は，林班ごとの

皆伐を前提とした仕組みであり，路網を整備しながら，

長伐期多間伐施業を面的に行うような場合の情報を管

理するようにはデザインされていない。

　このような現状について，佐藤氏は，現在導入され

ている GISの多くは，価格は低いが，“画像出力がで

きる”程度の表面的な機能に留まっていると指摘した。

　また，現場からの改善提案が不可欠であり，事業体

の経営の中で，情報システムを使いこなす体制・組織

づくりと，使いこなすことのできる人材の育成が必要

であることや，森林 GISはマーケット規模が小さいた

め，メーカーの参入・撤退が繰り返されており，サポ

ート体制が整備されていないといった話しがあった。

　今後のシステムの活用のためには，「FOCAS」が全

森連との継続的な連携で成功しているように，行政と

も連携しつつ，サポート体制に配慮したシステム開発・

改善体制を維持していくことも大切である。

●　森林・林業の将来を考えるネットワークを提供し，改革プランを創り上げる　●

「持続可能な森林経営研究会」レポート④

第4回セミナー「森林情報の IT 化は何を可能にするのか」
　　　　　　　　 ＜講師＞　田中和博 氏（京都府立大学）
　　　　　　　　　　　　　 佐藤　亮 氏（株式会社 システムティーアンドエス）

　森林管理の分野においても，GPS，GIS，リモートセンシング等の技術が積極的に利用されるようになり，よ
りきめ細かな森林の管理経営が可能になると考えられる。しかし実際は，都道府県や森林組合で使われている
GIS は，データベースとしての利用が中心でそれ以上の活用がなされていないとの指摘もあり，セミナーの課題
の一つとして取り上げることになった。

セミナーのご案内 場所：日林協会館 3F 大会議室　（※参加費無料）

◆第 7回「造林コストはどこまで下げうるか」 1 月 20 日（火）午後 3時～ 5時
講 師：鹿児島大学農学部生物環境学科　寺岡行雄 氏
造林コストの削減は喫緊の課題ですが，その方策は，適切な森林整備に反することがないようにしていく必
要があります。そこで，現在考えられる削減方策の効果と妥当性について検討し，施業のあり方を考えます。

◆第 8回「望ましい森林施業を達成するための森林計画等はいかにあるべきか」 2 月 12 日（木）午後 3時～ 5時
講 師：東京大学大学院農学生命科学研究科　白石則彦 氏／穂の国森づくりの会　原田敏之 氏
森林計画を実効性のあるものにするため，計画内容から作成手続きまでを保安林規制のあり方と併せて考え
ます。



〒 102-0085　東京都千代田区六番町 7番地　日林協会館内
持続可能な森林経営研究会事務局

TEL:03-3261-5464　FAX:03-3261-6849　: shuichik@jafta.or.jp

持続可能な
森林経営研究会
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第 5回セミナー「森林情報は必要な事項が的確に把握されているのか」
　　　　　　＜講師＞　家原敏郎 氏（森林総合研究所）
　　　　　　　　　　　長沼　隆 氏（岐阜県高山市林務課）

　日本では，森林現況の把握は，悉
しっかい

皆調査である森林簿を中心として，データの把握及び更新は収穫予想表等に
依っており，実際との乖離があると言われてきた。そこで，統計的手法を用いて全国の森林の現況を把握する森
林資源モニタリング調査がスタートした。この二つの手法の特徴を比較しながら，よりよい森林情報の把握と活
用の仕方についての議論を行った。

（1）2つのアプローチ

　森林情報の把握方法には，大きくは二つのアプロー

チがある。一つは，統計学的にランダムまたは系統抽

出されるサンプリング手法を用いてプロットベースで

把握する手法である。フランス，ドイツ，スウェーデ

ンなどで行われており，一般に「森林資源モニタリン

グ」と呼ばれる。日本では，1999 年から実施され，5

年で一
いち

巡
じゅん

する格好を採っており，2008 年度は 2期目

の最終年度にあたる。

　もう一つは，悉皆調査で，日本の森林調査簿がこれ

に当たり，カナダも同様なシステムを採っている。な

お，本当の意味での悉皆調査は，世界的にも稀
まれ

である。

（2）森林資源モニタリング

　欧米の私有林・会社有林では，プライバシーの問題

があり，また個別的な補助金制度もない場合が多いた

め，森林簿のような悉皆調査は行われない傾向にある。

その代わりに，森林資源モニタリングが伝統的に行わ

れてきた。モニタリング調査の歴史は古く，スウェーデ

ンは1923年，フランスは1958年（現行システムは1981

年），ドイツは1986年に始まり現在に至る。実施機関や

プロットの取り方等は，各国様々ということである。

　日本は，かつてプロットベースの資源把握を行って

きたが，1998 年に開催された G8 外相会議で，自国

の森林状況と持続可能な森林経営の進展状況をモニタ

リングすることに合意したことから，1999 年より森

林資源モニタリング調査を開始している。主な調査項

目は，生物多様性，森林生態系の生産力及び炭素循環

への森林の寄与等の変化を把握するための項目で，背

景にはモントリオールプロセスの指標の枠組みがある。

　森林資源モニタリング調査については，1999 ～

2003 年の第一期調査の集計結果が，2008 年 6 月に初

めて公表された（※）。今後は，政策目標のチェック

への活用や，積極的な公表が求められている。

（3）森林調査簿

　森林簿に収録されているデータは様々で，地況・林

況等がある。そもそも精度基準が存在するわけではな

いが，デジタルオルソ写真等と重ね合わせると誤りが

存在する等，全てが正確とはいえないとのことである。

ただし現実には，森林施業や森林・林業施策などの実

行のために一般的に広く活用されている。近年は，イ

コノス画像や LP データで情報を補正したり，GISシス

テムで管理を図るなどの改善が行われているが，境界

画定等の問題も残っており，早急に取り組む必要がある。

　委員からは，情報の維持・活用における県，市町村，

森林組合等の役割分担の問題や，調査簿の活用が基本

的に行政に限られていることが指摘された。

（4）まとめ

　セミナーでは，通算 3回に亘り，森林情報に関する

話題を取り上げてきた。日本には，国家森林 DB，森

林資源モニタリング調査，森林調査簿という 3つの森

林情報が存在することが分かった。情報の把握，分析

のツールが整えられてきたとはいえ，アドバイザーか

ら質問があったように，これらの情報について関連性

を整理し，よりよい活用の仕方を考えるべきである。

◆第 9回「団地化，作業の集約化はどこまで進みうるか」 2 月 17 日（火）午後 3時～ 5時
講 師：富士通総研　梶山恵司 氏
団地化，集約化について現在の取り組みを評価するとともに，地域林業の将来を開く今後のさらなる展開の
あり方を考えます。

参加申込み： 下記WEB サイトの「セミナースケジュール」から，お申し込み下さい。
⇒ http://www.sfmw.net/ （※前週の金曜日まで）。

（※）http://www.rinya.maff.go.jp/j/press/keikaku/pdf/080610-15.pdf
http://www.rinya.maff.go.jp/j/press/keikaku/pdf/080610-16.pdf （文責：相川高信）
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●林道 40 年　パート 2

　平成 20 年 10 月号に，「私の林道 40 年から―「林道規程」にかこつけて」を書いた。今

度は「林道技術指針」にかこつけた。前回同様，“回顧”は＊印付きで明朝体にしてある。

●林道技術指針（調査・測量・設計）について

　当時（昭和 30 年後半）は，各局が独自の基準・指針を作成していたようである。ただし，

青森・秋田・前橋の 3局は連絡し合い，また林道標準歩掛り打合わせ会のときに一緒に協

議していたように覚えている。なお，青森局は函館局と連絡を取り，この内容を 3局会に

報告していた。後に，北海道全局の会議にオブザーバーとして参加するようになった。

　計画路線の調査・測量は，当時，実行現場の先線は現場担当者が一人で行うか，急ぐ路

線や規模の大きい路線については，実行係又は設計係が行っていた。この測量隊は，4人

となることが多い。これは，現場から帰って風呂を浴び夕食後の夜長を，山の中の一軒家

で楽しく（酒と娯楽？）過ごすための先輩から伝えられた知恵である。晩酌もするが次の

日を考えほどほどにするためである。そして，宿泊代は割勘。村の店から購入した酒等頭

割り，酒を得意としない小生はウイスキーに砂糖を入れて飲んだが，美味しく徐々に腕を

上げていく。ただし，4人組は天分も無く下降線であった。現場に入るときには，見通し

の刈払いや杭背負い等の作業員 3～ 4名を地元から雇用した。特に，地形・地質等現場地

域に明るい人をということで，集落の区長さんをお願いすることが多かった。区長さんは，

古老であっても足腰がしっかりして健脚で，つま先でスタスタ行く。監督さんの足元がお

ぼつかないと，「急斜面では手と腰を使って歩くんだよ」とよく言われた。

●予備測量（踏査・予測）

　現場を歩いて，尾根・沢等の通過地点を確認して，この区間のおおよその縦断勾配をハ

ンドレベルで測った。この縦断勾配は 7％を超えるかどうかである。7％を超えると実測

量のときに地形と平面線形等との関連から急勾配になる可能性があり，スムーズな線形に

ならないことがある。このような区間については，特に，地形・地質的に避ける地点の位

置，状況等に注意し，路線線形への影響がどの程度かを検討した。

●実測量

　（1）IPの選点

　IP の間隔は，地形にもよるが幹線で 30m，支線で 20m 程度と記憶している。これを

私の林道 40 年から
――「林道技術指針（調査・測量・設計）」

田中敬造

会員の広場 ッ セエ術技 イ

現場を

見よう

ランド佐藤技術士事務所　Tel ＆ Fax 04-2969-0364
〒350-1333 埼玉県狭山市上奥富802-8
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基に IP 杭，平杭を用意した。

　＊ IP の設置には個性が出るようである。M係長は「田中，真っ直ぐ前へ進め」の方針，

同一斜面の尾根，沢があれば真っ直ぐ前に進めである。尾根は掘割，沢は路側構造物の設

置となり，切土・盛土量は多くなるが，平面線形は走行の安全性等が生かされているよう

になる。K係長は，尾根，沢地点では「田中，IP 杭を打て」と言う。平面線形は山の平

面凹凸に沿うようになり，構造物は少ない経済的な路線となる。ただし，くねくね線形で，

運転手にとっては気の抜けない運転が必要になる。平面線形は，幹線，支線の機能に応じ

て決められることになるが，育った環境からくねくね平面線形を多く設計してきたように

思う。

　なお，小生が最初に現場監督した暗門沢林道は弘西林道となり，現在は県道白神ライン

となっている。このように林道は，市町村道さらには県道として活用されている路線も多

く，道路のパイオニアといえるのではないだろうか。

　（2）中心線測量（曲線設置）

　曲線杭の設置は，IP 杭の前に座り，曲線表とソロバンを出し，おおよその BC，MC，

EC 地点の地形を見て，曲線半径を決める。ここは，BC，MC，EC とプラス杭とを兼

ねるように設置するのが腕の見せ所である。MC の方向については，BC，EC 方向に手

を広げ拍手する方向になる。先輩からは，もう一つの武器？でさらに正確になると言われ

た。二重チェックで，より正確な方向が決められることになる。

　（3）縦断測量

　地盤高の測定は，レベルを設置してできるだけ多くの測点が見える場所を選んだ。ま

た，移器点（T，P）もできるだけ少なくする設置場所を選んだ。測定誤差は担当者の責

任であり，現場に居残りになるので，T，P の測定には注意した。先輩に言われたことは，

レベルは両目をあけて見ること，左目は箱尺の m・10cm 単位を，右目はレベルで cm，

mm 単位を見ることである。なお，水準基準（B,M）の位置は，野帳に“○○地点上・

下斜面○○樹種根本”と記入するのが一般的であるが，樹種に自信が無いときには樹形を

書くこともあった。

　（4）横断測量

　各測点杭の左右の地形線をポールで測定するのである。左右 2～ 3点まで（切・盛の範

囲）はポールをあてるが，後の地形については，“○○ m 行って○○ m 上がり又は下がり”

の目視が多かった。先輩には，測点杭にポールを立てると地形をジーッと見て野帳に記入

し，「次！」と言うベテランもいた。また，延長 500m 程度の路線であれば，予備測量か

ら実測量まで一人で行えば，大方の地形が頭に入ってくるものである。

　＊横断測量が大切という話を聞いたことがある。ある会社が，道路を拡幅する改良工事

を請負ったところ，現場はのり長が長く，拡幅の幅も狭いため切取り土量の多くが人力施

工となっていた。この切取り土量が，実施したところ設計土量を大幅に超えて，土量変化

率も及ばないほどの増量となっていた。発注者と協議したがその結果は，横断測量の誤差

か？ということもあるが，起工測量を実施している？ことでもあり，当初の設計土量の精

算となったのである。業者にとっては苦い経験になったわけである。

●本調査

　（1）土質調査

　土質は，当初設計では切取のり面勾配の異なる土砂と岩石に区分する。岩石区分線は，

斜面等外見から判断することになる。先線であれば既設区間を参考に表土厚を決めるが，
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新規路線の場合は，露頭の状態や地元の古老の意見を聞いて判断することになる。岩線の

有無や高低差は，丁張りを設置する基準になるので切取土量の過掘りにつながることにな

る。人力施工の時代には，岩石切取のり面勾配 3分で掘り下げることもできたが，機械施

工が主体になると施工幅を確保しながら掘削するため，このようなこともできない。岩石

区分線は請負条件になるので，過掘りの土量についても精算の対象になる。岩石区分線は

慎重に判断する必要がある。

　（2）排水施設調査

　沢や谷に設置する溝きょは，その流域の雨水流出量によってその規模が決まる。この雨

水流出量は，同行している古老にまず聞くことにしている。古老は，過去に最大流下した

痕跡を両岸に示してくれる。また流心の方向も示してくれる。沢や谷は，大水のときは昔

流れた場所を探して流れるという。流域面積の広さや空沢等現場の状況を超えて，古老の

体験や言い伝えが優先されることになる。これが設計の基本であった。その後は，雨水流

出量計算をすることになった。この結果は，過去の最大流下断面の雨水流出量が計算式の

雨水流出量を上回るのがほとんどであった。

　現場を歩いて注意する場所は，地下水に係わる湧水，湿地帯等である。古老に過去の状

況を聞いてみる。雨の日に湧水が見られるのか，常時湿地なのか，その規模や範囲等である。

特に，春の雪解けの時期の状況である。このような軟弱地盤には，一般的に素掘り大側溝

（深さ 0.6 ～ 1.0m）を設置して対応していた。地下水位を下げた効果は高く，路床の支持

力が十分得られるのである。

　厳しい現場条件であればフトン籠を敷き並べるか，さらにはケメコライム工法で路床を

固めることも考えられる。いずれにしても路線線形に与える影響は大きく，悩まされる問

題の一つである。

　（3）路盤工調査

　路盤工は一般的に上置きとし，厚さは普通土で 20cm を標準にし，路床土の強度に応

じて厚さを変えていた。ただし，厚さが 20cm を超える場合には，上置きを 10cm とし

ていた。

　＊ある路線は，公道から人家まで幅員 2.0m程度の車道があり，この区間を拡幅して国

有林に入る線形で開設が行われた。この車道拡幅区間の路盤工の厚さは，20cmで施工さ

れた。この路線は，次の年の会計検査の対象となり，そのとき，この区間の路盤工の厚さ

は 10cmでよいのではないかと指摘された。この区間には，敷砂利がない写真や施工中の

轍
わだち

の写真等もあり，これらを基に説明した。

　しかし，車道があれば路床の支持力は高いのではないかと納得してもらえず，後日

CBRを調査することで現場は終了した。東京へこの資料を持参するという厄
やっ

介
かい

な仕事が

増えることになったのである。

　それから，路盤厚さは，コンペネや球体落下試験等で支持力を測定し，決定することが

多くなった。

　（4）のり面保護工調査

　切土のり面勾配は 6分の切りっ放しで，のり面緑化は種子が飛来するのを待つ自然緑化

であった。このような現場であったが，経過を見ると土砂のり面は緑化がほどほど進み，

のり面崩壊が頻繁に発生したという記憶はない。その後，林地開発規制や保安林解除が適

用されることになり，切土のり面は，勾配は 8分に種子吹き付け等が行われるようになっ

た。切土のり面勾配 8分は，のり長が長くなりかつ切取断面が大きくなり，当初はそうと

う抵抗があったが，1～ 2年実施して馴れてくると，安定性もあり抵抗は薄らいできた。
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　のり面保護工は，土質やのり長等に応じて工法を選定することになるが，当初から大規

模な工法を設計することは，一部に過大工法が適用されることにもなるので，標準工法を

定めることが肝要である。標準工法は，過去の実績からその地域になじむ工法とする。こ

れにより，設計者が当初設計で悩むこともなくなり，合理的で，より経済的な工法を設計

できることになると思われる。

　（5）擁壁工調査

　擁壁の設置箇所は，基礎地盤の地質及び支持力を判断するのが肝要である。地質種類に

応じた支持力は示されているが，施工や開設時の状態により，支持力が十分確保されてい

るかどうかである。

　＊重力式コンクリート擁壁の前直タイプは，急傾斜地形に適しており，また用地幅を狭

めることができるので民有林で多く設計されている。この前直タイプは，会計検査によ

って前傾しているということで数箇所指摘されている。現場で見ると路面と斜面との段差

か，内カーブ等の線形か，垂直であっても前傾して見えることがあるので困ったものであ

る。指摘されると，安定計算から原因究明，そして手直し方法等収束するまで東京通いが

半年は続くのである。いやで大きな仕事が一つ増えることになる。

　指摘された擁壁の基礎地盤は礫層となっており，支持力は確保されていることになるが

前傾しているのである。原因の一つに考えられるのが，機械施工による過掘りで，所定の

高さにするための埋戻しと思われる。次に浸透水であり，これの予防・防止に気を配る必

要があるように思われる。壁体のつま先が 1cm沈下すると高さ 3 ～ 4mに比例して天端

で約 3 ～ 4cm前傾することになり，目視できるようになる。前直タイプは，床掘地盤の

支持力が維持されるかどうかが大切であり，浸透水等を考慮すれば岩盤の箇所に設計する

のがよいのではないかと思う。

　土砂地盤の箇所には，フレキシブルな構造で，前面が緑化され，中詰等に現地発生材が

活用できる工法等を設計するのが望ましいと思う。

　（6）橋梁工調査

　橋梁は，当時は河川に対して直角な位置や縦断勾配を水平にするように，平面・縦断線

形を選定していた。その後，スパン 40m 程度まで PC 桁，H-BB（C）等標準型式が整

備されて，路線線形を優先する場合には，斜橋や勾配橋を手軽に設計するようになってき

たように思う。このことは，斜橋で 75 度以上，勾配橋で 5％以内程度であれば同一スパ

ンの部材が適用でき，構造図が簡単に描けるようになったことのようである。

　＊ある長大橋の調査のとき，両岸に基点を設置して距離は三角測量を基本に測定したと

ころ，基点間距離が 100m程度になった。長大橋ということで，土木課長が現地視察に来

た。昔，野球をしていた課長は小石を拾って投げたところ，河川の中心に届かなかった。「俺

の肩も弱くなったなぁー，距離は大丈夫か」と言って去っていった。現地では，集落から

小船を借り，スチールテープを購入して距離測定をしたところ，何と 20mほど延びたの

である。冷や汗ものであった。この長大橋は，昭和 40年代前半にスパンドレル・ブレー

スト・アーチ橋，スパン 90.7mで完成した。橋梁の架設では，いろいろ教えられること

が多かった。

　（7）残土処理場調査

　残土処理は，現地調査で一番頭の痛い問題ではないだろうか。路線の中で処理できると

よいのだが，そのような路線は少ないようだ。やむを得ず残土処理場を路線外に設けるこ

とになるが，候補地を探すのが一苦労である。残土処理について，ある事業では次のよう

な対策を採っていると聞いたことがある。
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　残土処理場は指定しないで，ある一定の距離で積算して，これを請負の条件にして入札

をするということである。落札請負業者が創意工夫した結果，残土を 1箇所から数箇所ま

で分散する場合，また残土に付加価値（造成地用）が付く場合，いろいろの状態で処理さ

れることが考えられる。どのように精算するのか，しないのか確認はしていないが（？）。

しかし，会計検査の対策としては，その現場の状態に応じた積算は確認する必要があり，

当初の算定との比較，落札差額との比較等を検討することが肝要と思われる。いずれにし

ても，地元の請負業者の工夫や協力を得て難問の解決に当たるのも一つの考え方ではない

だろうか。

●ひと言

　調査・測量での宿泊所は，現場近くの民家が多かった。ある民家でのことである。測量

隊は，現地の下見をしてこの民家に夕方到着し，風呂を終え夕食になった。その食卓には，

自宅ではめったに食べられないような大型で姿のよい鮎が塩焼き 2匹，田楽焼き 2匹並ん

であり，さらに食べ放題である。鮎は美味しいし高価な魚でのお母さんの歓待に感謝し，

和気あいあいでお酒も進んだ。次の日から朝・昼・晩の食事は，鮎のオンパレード，汁物，鮨，

酢の物，煮物，塩焼き，田楽，炊き込みご飯等，一生涯分を食べた一週間であった。その

心遣いには家族のような温かさを感じた。

　この民家でわからないことが一つあった。それはお便所である。便器の前と後の板の間

隔が狭いのである。座ると，前の板がお腹に触り，後ろの板がお尻に触るのである。測量

隊全員が疑問に思っていて，帰るときに聞くことにしていたが，忘れて原因究明ができな

かった。今もって謎である。

　話が落ちたところでもう一つ。山の民家は，農業・林業に何らかのかかわりを持っており，

当時，人糞は肥料の要
かなめ

であった。宿泊した民家の便所は裏庭にあり，板塀で囲まれている

が出入り口は筵
むしろ

が垂れ下がり，中には大きな桶が埋め込まれていて，二枚の板が渡されて

いるだけである。広い空間があり，屋根の隙間からは星空が見え，板塀の隙間からは山肌

が見える。我々が普段使っているトイレの空間とは大違いである。測量隊の朝のトイレは

順番を決めて行うことにしたが，それでも落ち着かず，辺りをキョロキョロ，耳を澄ます

という哀れな姿であった。これに似た話を聞いた。先輩が，このような状況で悠然と朝の

お勤めをしていたそこに，その家の幼な子が来て，先輩の後ろにちょこんと並んでしゃが

んだそうだ。そのとたん緊急時にもかかわらずウンと力んでみたが昂
こう

然
ぜん

の気は去り，さす

がに黄門さまの印
いん

籠
ろう

の出番もなかったそうで，こそこそと退出したそうだ。

●蛇足

　脳から思い出を“だす”ということは，その時々の状況と姿を思い出すことにつながり，

心身ともに若返ることがわかってきた。パソコンの前に座っていると雑念が消える。一種

の瞑想的な境地かなと不思議に思う。フッと浮かんだのは，40 代で田舎から東京に出て

きた姿である。それまで，現場を駆け巡り，作図し，数量計算に明け暮れていたのが，一

変“作文”である。“かく”ことは，頭を“掻く”，背中を“掻く”ことより知らない者が，“書

く”という苦痛を知ったのである。恐る恐るキャプテンに見せると，アッという間に平易

でわかりやすい文になるのである。つくづく国語の大切さを知ったのである。

　次回は，現場監督のことや災害査定のことを“書きたい”と思っている。もう少し拙文

にお付き合いをしていただければと思う。

 （たなか　けいぞう）
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協力隊の森

川又由行
青年海外協力隊 茨城県ＯＶ会

〒305-0074 茨城県つくば市高野台3-6 JICA筑波国際センター内
Tel 029-838-1774　Fax 029-838-1790

E-mail：jicatbc1-jocv@jica.go.jp　http : //ibaraki-ov.jocv.net/

会員の広場

●清泉女子大，大子清流高校，茨城県OV 会

　朝霧で覆われた山林の背景は，東山魁夷の「秋
しゅう

翳
えい

」の絵画を思い出させる。青年海外協力隊を経験

した茨城県関係者で構成する茨城県 OV 会（Over 
Volunteers，以下，OV 会：熊谷憲康会長）が，11 月

に茨城県常陸太田市里美高原での植林地を背にしたと

きの光景だ。2008 年 11 月 16 日に東京の清泉女子大

の学生が，11 月 26 日には茨城県立大子清流高校森林

科学科の生徒が，OV たちと共に延べ 70 名，茨城県

森林湖沼環境税を活用しての植栽に参加した。

　OV たちの自然環境に対する意識は，非常に高い。

もちろん，派遣国での活動を通して地球の環境破壊

を目にしてきた影響も大きい。濱部直樹 OB（31）は，

鳥生態調査でブルガリアに派遣された。多くの広葉樹

を植栽することで，鳥の生息する森林を育てたいと

いう願望で参加を続けている。地元で有機農業の伊

藤農園を営む伊藤達男 OB（57）は，ラオスでの活動

後，ベトナムで NGO のスタッフとして，農村開発

プロジェクトに携わった。月二回程度，東京で清泉女

子大文学部の学生を対象に「地域と農業」の授業も担

っている。伊藤氏は北海道出身だが，通年野菜栽培の

可能な里美の里に定住した。有機農業で要
かなめ

となる堆肥

は，落葉落枝からの肥料とは別に酪農家や製材業から

の副産物（牛糞・大鋸屑のコンポスト）も利用している。

ここには，OV 会が目指す 3R（リサイクル，リユース，

リデュース）の循環型社会の構築には，第一次産業と

の連携が欠かせないとの考えがある。

●里美地域とOV 会とのつながり

　元来，常陸太田市里美地域と青年海外協力隊のつな

がりは長い。帰国隊員を支援する青年海外協力協会

（JOCA）の初代事務局長，木村 勤 OB（64）は大

子一高（現，大子清流高校）出身であり，旧里美村（現，

常陸太田市，里美地域）村長との交友関係から発展さ

せて，1993 年に旧里美村と比国ベンゲット県トレニ

ダッド町と姉妹町村提携を結んだ。里美地域の住民は

比国から中学生を受け入れ，ホームステイを通して国

際交流が盛んに行われた。

　しかし，平成の大合併で旧里美村は，隣接する常陸

太田市に併合され，国際交流も休止した。一部の住民

や OV の中から，これまでの活動を懐かしむ声が聞

かれたことから，3年前に OV 会は設立 30 周年を迎

えたのを機に，旧里美村による「協働の森
も

林
り

（杜）づ

くり in 里美」に協賛して植林を続けている。海外で

幾多のボランティアを続けてきたものの，OV 会は私

たちの基盤である国内活動に貢献を行ってきたであろ

うかとの思いもあった。海外で農林業を行うと，不法

放火，土地所有問題など諸問題に対応しなければなら

ないが，国内でこのようなことに向き合うことはない。

土地さえ借り受けられれば，我々の思い浮かべる，社

会に貢献できる「森づくり」が実現できるのではない

かとの思いがあり，今年度から森林湖沼環境税を用い

て「協力隊の森づくり」を行っている。

●常陸太田市里美地域

　茨城県の北部に位置する常陸太田市は，2004 年に

近隣の 1町 2村と合併し，新たに常陸太田市になった。

人口は約 6万人で，面積は県内最大の 372km2 とな

った。旧里美村は，里美地域あるいは里美高原と呼ば

れるようになった。里美地域の約 8割が山間部であり，

里川に沿って集落がある。里川と久慈川の下流域，合

流地付近に平坦な地形が広がり，常陸太田市の中心市

街地が形成されている。里美地域は里川の上流域であ
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り，その北部は福島県と接している。

●森林湖沼環境税

　今年度から茨城県が森林湖沼環境税（総額平年ベー

スで 16 億円）を導入したことも，我々が活動を行う

にあたって追い風となった。関東平野の一角を占める

茨城県には，南部におおむね千葉県境となっている利

根川が流れ，我が国第二の湖沼面積を誇る霞ヶ浦があ

る。一方，北部～北西部には山地が続いている。その

気候は暖温帯と冷温帯の支岐点にあり，植物や昆虫の

分布上の南限と北限とするものが多く生息している。

農業生産額も全国トップクラスで，緑が豊かな土地柄

である。

　しかし，県都水戸市でもその人口は，県総人口約

300 万人の 1割にも満たず，人口は県内にまんべんな

く分布している。このため生活・農業排水などが湖沼

に入り，水質汚濁の改善が図られにくい水域環境にあ

る。一方，山間部の森林保有者の高齢化等から間伐な

どの施業が遅れ，森林の荒廃化が危惧されている。

　今年度，茨城県が森林湖沼環境税を導入した背景に

は，流域森林生態系の保全の視点から湖沼の水質汚濁

の防止を図り，循環型機能を強化することで改善を促

進させる目標がある。県内の森林保全整備や湖沼の水

質改善などの活動に対し支援を図っている。特に，茨

城県元気な森林づくり活動支援事業は，3部門（森林

づくり，木づかい，森林環境学習）で構成され，OV

会では「森林づくり」での活動が認められた。

　昨年 11 月 22 日，同税の導入を契機に，茨城県，（社）

茨城県林業協会と茨城の森林を守る県民会議が主催し

て，森林を身近に感じてもらうための「いばらき森
も

林
り

の感謝祭」が開催された。会場となった茨城県三の丸

庁舎広場（水戸市）には，森林湖沼環境税の紹介展示

や椎茸などの特産品コーナーも設けられ，多くの県民

で賑わった。

●循環型社会の構築の中でのOV 会の活動

　OV 会のコンセプトは，牧草跡地を近隣産の苗木を

用いて原植生に戻すことにある。近くにはブナ林群落

も残されており，本来の落葉広葉樹林群落に遷移させ，

鳥類などの動植物が生息できる森を育てたい。そして

地元産の牛糞コンポストなどによる循環型社会の構築

だけでなく，窒素や炭素などの物質循環の促進を図り

生態系保全に努めたいとの考えもあった。

　今回の植林には，多くの OB・OG が公共交通機

関を乗り継いだり，自家用車を乗り合うことでの参加

で，リデュースの理念も芽生えた。これも森林湖沼環

境税で傷害保険の加入を認められたことが大きい。相

乗りで浮いた交通費の一部は，カーボンオフセットで

苗代に転用されている。東京から参加した保坂公人

OB（64）は，ラオスに派遣された建築家である。福

島県白河市に設計した工場は森林で覆われ，森の中に

工場があることを周囲に気づかせない（www.isone-
sekkei.com/ref/ref.html）。設備業者からは U 字溝も

なく不評とのことだが，多様な空間を組み合わせるな

ど，景観生態学の視点を援用した設計にも氏の思いが

伺える。本人曰く「設計屋は，建材に木材を利用する

ことも多いが，育林にも興味を抱いての参加」と語っ

ていた。単なる設計屋と異なり，ODA の草の根支援

でバングラデシュで自らトイレの普及に努めている。

●里美地域での循環型社会の構築

　（1）農畜産業と製材業

　伊藤農園は，約 1ha の農園で年間に約 10 トンの牛

糞と大鋸屑を発酵させたコンポストを，近所の酪農家，

菊池正喜（49）さんから譲り受けている。この菊池牧

場は里美では平均的な畜産家で，60 頭の乳牛を飼育

している。ここから生産される牛糞コンポストは年間

約 500 トンに達する。地元の製材業者から大鋸屑，年

間約 120 トンをトン当たり 1,500 円で購入し，これは

乳牛の床
とこ

敷
じき

に用いられている。利用された大鋸屑と牛

糞は，含水率を杉皮などで調整して発酵を促進させる。

また，近隣の農家から得た飼料用稲
いな

藁
わら

，年間約 36 ト

ンは，水田用のコンポストと相互交換を図っている。

　しかし，懸念材料もある。最近，核家族化が進んだ

高齢社会の農家では，牛糞コンポストの利用も減少の

傾向にあるという。米の収穫量が多少落ちても体力の

維持に努め，施肥作業を省きたいとのことだ。思わぬ

形でのリデュースでもあったが，地元の産業界（製材

業，畜産業，農家）との連携でリサイクルとリユース

の循環型社会が構築されていた。菊池牧場のコンポス

ト販売価格は，トン当たり約 1,250 円であり，大鋸屑

の購入価格と比較して原価割れだが，大鋸屑コンポス

トの推進のためには価格が抑えられなければならない

▲いばらき森
も

林
り

の感謝祭
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という。しかし，菊池牧場に大鋸屑コンポストを取り

に行くことで無料になり，OV 会の植林時にも用いた。

　（2）バイオ炭と間伐材

　常陸太田市の第三セクター事業で 2003 年，里美牧場

の敷地内に森林バイオマスリサイクルセンターが設立

された。間伐材の中でも利用の困難な端材などを原料

として，年間約 40トンのバイオ炭を生産している。今

後も原料の確保に努めていくとのことで，森林湖沼環

境税を活用した事業を通じて間伐材の搬入も増大する

のではないかとの期待も膨らむ。

　現在，バイオ炭は県内外の園芸会社に主に販売され，

土壌改良材として市場に出回っている。もちろん，地

元でも購入は可能であり，地域住民に広く利用されて

いる。我々も来年度から，バイオ炭を利用する計画で

ある。この工場からは風力発電の風車が見える。その

電気は地域内でも消費されている。いろいろな活動が，

背中を押すような流れになってほしいものである。

　（3）水産業と森林群落

　里美牧場の数 km 下流に，茨城県内水面水産試験

場県北支場がある。淡水魚のイワナ，カジカ，ヤマメ

などの稚魚やその卵など，年間約 20 万種苗を県内の

水産養殖業者に販売している。山口安男場長（57）に

よると，上流域の森林群落構成樹種によって淡水魚の

成長が大きく影響を受けるという。水源域が広葉樹で

覆われていると，淡水魚のエサとなる流域の水生動植

物も豊富で，淡水魚の成長も良好であると語ってくれ

た。広葉樹林群落の腐植層で育
はぐく

まれるフルボ酸は，土

壌に深く浸透することで母岩に含まれる鉄と反応して

フルボ酸鉄となる。やがて湧き上がったフルボ酸鉄は，

河川に栄養を与え水域植物の光合成を促進させ，動物

種も豊かにさせる。また，最近の研究では，河口域に

生息するヤブレツボカビ類が流木などを分解し，海洋

生物の重要な食糧資源を提供しており，こうした物質

循環も海洋生態系での食物連鎖で重要な役割を果たし

ていると説明されている。

　なお，里川は久慈川の河口付近で合流し太平洋に流

れるが，「協働の森林（杜）づくり in 里美」では，久

慈川下流域の日立市住民も植林に携わっている。

　流域生態系で生物多様性保全を考えると，多種多様

な生物種を育むための幾多の活動は非常に意義がある。

今後，森林湖沼環境税でスギ・ヒノキの間伐が促進さ

れ，太陽光が森林群落の林床に届くことで，広葉樹に

よる中下層木の育成も果たされるであろう。これが多

様な生物域を育成させて，将来の水質浄化活動につな

がることは有意義である。このように里美地域での風，

森，農，水，などの循環型社会の取り組みは，ある意

味では理想的な生態系の循環メカニズムのようにも思

え，今後の動向に注目したい。

●OV 会と高校生・大学生との植林

　（1）植林地

　里美地域の中心地から車で北東に 20 ～ 30 分の高原

に，茨城県最大規模を誇る里美牧場がある。里川の水

源域は，標高約 1,000m の阿武隈山地である。現在の

里美牧場は，常陸太田市の第三セクターが運営してお

り，その一角を我々が借りて植林を行っている。OV

会で進める植林地，約 4ha が「協働の森林（杜）づ

くり in 里美」の隣接地にある。長く未利用の牧草地

であったためか，低木のブッシュで覆われていた。今

回は最初の試みということもあったが，数日間かけて

▲地拵え

▲植栽間隔の設定

▲茨城県ＯＶ会会長が植林しています
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小規模面積約 0.5ha の地拵えを行った。

　しかし，日頃サラリーマンに従事している OV も

多く，刈払い機で草木を刈る作業には非常に手間がか

かった。事実，地拵え後の数日間，筋肉痛に悩まされ

たとのメールが寄せられ，少々頭が痛かった。山の仕

事人のご苦労の一端を理解した次第であった。

　（2）植林活動

　今年度，農業実習の女子大生と林業実習の高校生が，

それぞれの日にブナやミズナラの植栽を行った。清泉

女子大の農業実習と合わせた植林体験は，流域生態系

の中で農林業を考える上で役立ったようだ。

　「里美という心に響く美しい地名も，流域生態系を

考える上で重要。私たちの心も豊かに育て，そして苗

木も美しい大樹に育ってほしい。」と女子大生たちは

語っていた。心が和むコメントだ。

　その次の週に，大子清流高校森林科学科の一年生も

植林に参加した。多くの実習は，間伐などの施業が多

いとのことで，植林実習は貴重な体験であったようだ。

森林科学科長の青山雅志教諭（38）は，ボクシング部

の監督でもあることから，生徒の心理を掴むのが実に

上手い。その統率の取れた指導の下での植林

作業は効率的で捗
はかど

った。大子清流高校の校章

であるブナノキを植樹するという思い入れを，

生徒たちから強く感じることもできた。その

勢いの下で苗木も大木に育ってくれるであろ

う。私も，比国で二十歳前後の学生諸君とと

もに植林に従事したことを懐かしく思い出し

た。そして，今回植林に参加された学生・生

徒諸君は，それぞれの目的意識が非常に高く，

楽しく植林を行えたようだ。これで日本の将

来も頼もしいと，そう感じられたことが一番

の収穫であった。

●おわりに

　清泉女子大と大子清流高校の両校の名称は，「清ら

かな水」が語源である。我々の目指す，生態系の中で

の循環型社会にふさわしい校名である。我々が行って

いる活動はささやかな活動にすぎないかもしれないが，

マザー・テレサの言葉を借りれば，「大河も小さな源

流の一滴から始まる」である。小さなことから，やが

て大きな流れにつながっていくことを期したい。きっ

とこの思いも，ブナの葉から一つの滴
しずく

が下りることで，

循環型機能への旅立ちとなるであろう。

　里美高原での幾つかの取り組みも，今後，異業種間

で連携強化を図りたいと考えている。これから OV

会は，今回参加したそれぞれの人の“思い”を気遣い

ながら，古民家活用による農村と都市との民泊交流や

国際交流などの新しい流れも組み入れて，植林活動に

つなげたいと考えている。東山魁夷の風景に，人々の

心もやがて舞い戻ってくれるであろう。そのような晩

秋の風を感じることが出来た。

 （かわまた　よしゆき）

▲清泉女子大生とともに

▲大子清流高校生とともに

▲ブナの校章が入ったヘルメット
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　森林による地球温暖化防止のために，「炭素の

吸収と貯蔵（貯留）」という用語がポピュラーに

使われるようになっている。しかし，その意味が

正しく理解されていない場合が多く見られる。植

物の成長量（生きた植物体の増加量）は，光合成

に基づく総生産量から呼吸消費量を引いた純生産

量のことを言い，純生産量に含まれる炭素量が炭

素の吸収量である。成長量，純生産量，吸収量と

いうのは，時間単位（普通 1年）で表すものなの

で，これらはいずれも「速度」である。すなわち

吸収量というのは時間当たりの速度である。

　それに対して貯蔵というのは，吸収の積算値的

なものであり，速度ではない。そこに吸収と貯蔵

の本質的な違いがある。ところが結構多くの人た

ちが，貯蔵のことを吸収という言葉で表している

ために議論が混乱していることが多い。森林の炭

素吸収とは，一般に毎年森林に新たに加わる炭素

量のことである。それに対して森林の炭素貯蔵量

とは，毎年加わってきた炭素の積算量から，腐朽，

分解，伐出などにより，失われたり取り出された

炭素量を差し引いた，現存量のことである。

　「炭素の吸収」という表現が，光合成において

二酸化炭素が植物に取り入れられる過程を指して

使われることもある。この場合には，「二酸化炭

素の吸収」と呼ぶことが望ましい。また，「二酸

化炭素の吸収と貯蔵」と表現する人もあるが，植

物は炭素を有機物として貯蔵するのであって，二

酸化炭素で貯蔵しているのではないから，この表

現も不適切である。

　森林の発達段階において，炭素の吸収速度が最

も高い時期は若齢段階（普通は 10 年生～ 50 年生

ぐらいまで）の中に見られ，炭素の貯蔵量（土壌

も含めた）の最も高い時期は成熟段階の終盤から

老齢段階（150 年生程度以上）に見られるのが普

通である。一つの林分において，炭素の吸収速度

を最大にすることと，炭素の貯蔵量を最大にする

ことを同時に達成することはできない。

　木材生産を目的とした森林は，若齢段階の森林

の比率が高いので，吸収速度は一般に高い。生態

系を保全し各種機能の発揮を求める森林（主に天

然林）は，成熟段階や老齢段階の森林の比率が高

いので，炭素の貯蔵量は一般に高い。森林生態系の

場と，利用の場の両方で炭素の貯蔵量を高めよう

と思えば，長伐期多間伐施業や択伐林施業が適し

ている。地球環境保全のためには，吸収速度を高め

ることも，貯蔵量を高めることも両方必要であり，

森林の多様な機能の発揮に応じた適切な森林の配

置や管理施業法に工夫を払うことが大切である。

炭素の吸収と貯蔵
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る
（
清
水
大
典
・
原
色
き
の
こ
全
科
─

見
分
け
方
と
食
べ
方
・
家
の
光
協
会
）

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
き
の
こ
の
納
豆
和
え
を
賞

味
し
た
く
、
広
瀬
屋
に
き
の
こ
の
納
豆

和
え
作
り
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
ム

キ
タ
ケ
（
写
真
⑤
）、
マ
ス
タ
ケ
、
コ

ウ
タ
ケ
と
原
木
ナ
メ
コ
（
写
真
⑥
）
の

納
豆
和
え
を
作
っ
て
い
た
だ
き
、
賞
味

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

ム
キ
タ
ケ
は
軽
く
茹ゆ

で
て
和
え
ま
す

と
、
香
り
が
少
し
残
り
ま
す
。
マ
ス
タ

ケ
は
五
～
六
分
間
茹
で
て
和
え
ま
す
。

ム
キ
タ
ケ
と
同
様
に
、
香
り
が
少
し
残

り
ま
す
。
コ
ウ
タ
ケ
は
乾
燥
す
る
と
芳

香
を
発
す
る
の
で
干
し
て
保
存
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
温
湯
で
も
ど
し
、
さ

ら
に
茹
で
て
か
ら
和
え
ま
す
。
特
に
香

り
は
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
原
木

ナ
メ
コ
は
軽
く
塩
茹
で
が
し
て
あ
っ
た

の
で
、
そ
の
ま
ま
和
え
て
食
べ
ま
し
た
。

　

味
つ
け
は
、
醤
油
、
ポ
ン
酢
、
大
根

お
ろ
し
の
醤
油
味
に
し
ま
し
た
が
、
い

ず
れ
も
納
豆
と
和
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

き
の
こ
の
香
り
や
味
が
納
豆
の
香
り
に

消
さ
れ
て
し
ま
う
よ
う
で
す
。

　

今
回
の
試
食
で
は
、
筆
者
に
は
、
き

の
こ
の
納
豆
和
え
が
さ
ほ
ど
美
味
と
は

思
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
再
度
、
き
の
こ

の
納
豆
和
え
に
挑
戦
し
て
み
ま
す
。

チ
チ
タ
ケ
の
ナ
ス
炒
め

　

栃
木
県
で
は
秋
の
味
覚
、
き
の
こ
は

何
と
言
っ
て
も
〝
チ
チ
タ
ケ
〟
だ
と
言

い
ま
す
。
チ
チ
タ
ケ
は
、
肉
質
は
硬
く
、

口
当
た
り
は
〝
ご
そ
、
ご
そ
〟
あ
る
い

は
〝
ぼ
そ
、
ぼ
そ
〟
と
し
た
感
じ
と
言

い
ま
す
。

　

チ
チ
タ
ケ
は
、
傷
つ
く
と
白
い
乳
液

を
分
泌
す
る
の
で
、
チ
チ
（
乳
）
タ
ケ

と
呼
ぶ
の
だ
ろ
う
か
。

　

チ
チ
タ
ケ
の
肉
に
は
一
種
の
臭
気
が

あ
り
、
乾
燥
す
る
と
臭
い
が
一
層
強
い

そ
う
で
す
。
ま
た
、
特
に
美
味
し
い
き

の
こ
で
は
な
い
と
言
う
人
も
い
ま
す
。

杉
本
金
三
は
、
山
形
県
で
チ
チ
タ
ケ
が

発
生
し
、
篭か

ご

い
っ
ぱ
い
に
採
っ
て
き
た

と
き
、「
こ
ん
な
汁
を
出
す
キ
ノ
コ
は

あ
ぶ
な
い
か
ら
食
べ
る
ん
じ
ゃ
な
い

よ
」
と
教
え
て
く
れ
た
人
が
い
た
、
と

言
い
ま
す
（
吉
野
智
雄
、
杉
浦
金
三
・

や
ま
が
た
の
山
菜
と
キ
ノ
コ
・
山
形
新

聞
社
）。

　

栃
木
県
で
は
、
福
島
県
の
山
ま
で
チ

チ
タ
ケ
を
採
り
に
行
く
人
も
い
る
そ
う

で
す
。
何
か
美
味
し
い
料
理
方
法
が
あ

る
の
だ
ろ
う
か
と
伺
っ
て
み
る
と
、
野

菜
の
ナ
ス
と
一
緒
に
料
理
し
て
食
べ
る

の
だ
そ
う
で
す
。

　

食
べ
方
は
、
ナ
ス
を
角
切
り
に
し
て
、

チ
チ
タ
ケ
と
混
ぜ
て
油
で
炒
め
味
噌
で

味
つ
け
し
て
食
べ
る
の
が
一
番
美
味
と

言
い
ま
す
。
ま
た
、
刻
ん
だ
ネ
ギ
と
一

緒
に
入
れ
て
醤
油
で
味
つ
け
す
る
汁
物

も
作
る
そ
う
で
す
。
ナ
ス
に
は
、
き
の

こ
の
毒
を
消
す
効
果
が
あ
る
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
か
。
栃
木
県
の

チ
チ
タ
ケ
料
理
は
、
ナ
ス
な
く
し
て
は

あ
り
得
な
い
よ
う
で
す
。

　

ど
ん
な
料
理
か
、
一
度
賞
味
し
た
い

逸
品
で
す
。

お
わ
り
に

　

き
の
こ
は
種
類
が
多
い
の
で
、
い
ろ

い
ろ
な
食
べ
方
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

地
域
に
よ
っ
て
食
べ
方
も
異
な
り
ま
す
。

今
後
も
機
会
を
み
て
賞
味
し
、
紹
介
し

た
い
食
材
で
す
。

▲写真③　きのこの天ぷら

ヒラタケ

マイタケ

マツタケ

シメジ

▲写真④　クリタケ

▲写真⑤　ムキタケの納豆和え

▲写真⑥　原木ナメコの納豆和え

▲

写真②　きのこ鍋の材料
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地
の
マ
ツ
タ
ケ
も
肉
質
が
よ
く
締
ま
っ

て
い
て
包
丁
を
入
れ
る
と
「
キ
ュ
ッ
」

と
鳴
く
よ
う
な
音
が
す
る
と
い
い
ま
す
。

　

早
速
、
島
根
さ
ん
の
友
人
と
一
緒
に

秋
の
味
覚
〝
き
の
こ
〟
を
ご
馳
走
に
な

り
ま
し
た
。
ま
ず
、
熱あ

つ

燗か
ん

の
マ
ツ
タ
ケ

酒
（
写
真
①
）
を
頂
戴
す
る
と
、
マ
ツ

タ
ケ
の
香
り
と
味
が
体
に
し
み
、
内
か

ら
ほ
ど
よ
く
体
が
温ぬ

く

も
っ
て
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
マ
ツ
タ
ケ
の
天
ぷ
ら
、
ど
び

ん
蒸
し
、
そ
し
て
マ
ツ
タ
ケ
の
お
吸
い

物
で
マ
ツ
タ
ケ
ご
飯
な
ど
を
賞
味
し
ま

し
た
。
さ
す
が
ご
自
慢
の
マ
ツ
タ
ケ
だ

け
に
、
肉
質
は
締
ま
り
香
り
も
深
く
美

味
で
す
。

　

も
っ
と
も
マ
ツ
タ
ケ
の
天
ぷ
ら
は
、

歯
切
れ
歯
ご
た
え
は
あ
り
ま
す
が
、
香

り
が
消
え
て
い
る
よ
う
で
、
も
っ
た
い

な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
熱
燗
の
マ

ツ
タ
ケ
酒
は
、
ま
さ
に
美
酒
で
酔
い
ま

し
た
。

　

マ
ツ
タ
ケ
の
賞
味
は
、
こ
の
ほ
か
に

炭
火
焼
き
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
マ
ツ
タ

ケ
は
香
り
を
楽
し
み
な
が
ら
賞
味
す
る

も
の
で
あ
る
か
ら
、
熱
燗
の
マ
ツ
タ
ケ

酒
を
飲
み
な
が
ら
炭
火
焼
き
を
食
べ
、

そ
し
て
お
吸
い
物
を
戴
く
の
が
一
番
の

よ
う
で
す
。
島
根
さ
ん
、
ご
馳
走
に
な

り
ま
し
た
。

き
の
こ
鍋

　

秋
の
夜
長
の
食
べ
物
は
、
酒
の
肴

さ
か
な

に

し
て
も
食
事
に
し
て
も
、
鍋
物
が
一
番

で
す
。
旬
の
食
材
が
た
っ
ぷ
り
入
っ
た

〝
き
の
こ
鍋
料
理
〟
は
体
が
芯し

ん

か
ら
温

も
り
、
歳
を
重
ね
る
ご
と
に
ま
た
格
別

に
美
味
に
感
じ
る
食
べ
物
で
す
。

　

し
ぶ
き
荘
で
食
べ
た
き
の
こ
鍋
の
食

材
（
写
真
②
）
は
、
信
州
牛
に
マ
イ
タ

ケ
、
原
木
ナ
メ
コ
、
シ
ョ
ウ
ゲ
ン
ジ
で

す
。
牛
肉
は
軟
ら
か
く
、
き
の
こ
や
野

菜
に
肉
の
味
が
よ
く
し
み
込
ん
で
い
ま

す
。
シ
ョ
ウ
ゲ
ン
ジ
は
初
め
て
食
べ
ま

し
た
が
、
歯
切
れ
が
よ
く
美
味
で
し
た
。

お
吸
い
物
、
酢
の
物
、
和
え
物
に
も
合

い
そ
う
な
食
材
で
す
。

き
の
こ
の
天
ぷ
ら

は
じ
め
に

　

さ
き
に
（
本
誌
第
七
八
七
号
）、
マ

ツ
タ
ケ
、
サ
ン
ゴ
ハ
リ
タ
ケ
、
マ
イ
タ

ケ
な
ど
に
つ
い
て
、
き
の
こ
狩
り
や
食

べ
方
の
体
験
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
そ

の
後
、
長
野
県
駒
ヶ
根
市
の
し
ぶ
き
荘

や
伊
那
市
、
山
梨
県
小
菅
村
の
広
瀬
屋

な
ど
で
、
マ
ツ
タ
ケ
を
は
じ
め
い
ろ
い

ろ
な
き
の
こ
を
賞
味
す
る
機
会
が
あ
っ

た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

マ
ツ
タ
ケ

　

マ
ツ
タ
ケ
は
、
き
の
こ
の
王
様
と
言

わ
れ
香
り
が
命
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

肉
質
も
硬
く
締
ま
り
、
歯
切
れ
歯
ご
た

え
が
よ
く
美
味
で
す
。

　

伊
那
市
の
島
根
カ
ズ
ミ
さ
ん
は
、
当

　

き
の
こ
の
天
ぷ
ら
と
言
え
ば
、
普
通

は
生
シ
イ
タ
ケ
が
主
で
す
が
、
山
村
の

秋
は
い
ろ
い
ろ
な
き
の
こ
（
写
真
③
）

を
素
材
に
、
ま
さ
に
旬
の
も
の
と
し
て

天
ぷ
ら
に
し
て
賞
味
し
ま
す
。

　

マ
ツ
タ
ケ
の
天
ぷ
ら
も
美
味
で
す
が
、

シ
メ
ジ
、
ヒ
ラ
タ
ケ
、
マ
イ
タ
ケ
も
ま

た
格
別
で
す
。
こ
の
ほ
か
コ
ウ
タ
ケ
、

チ
チ
タ
ケ
、
ハ
タ
ケ
シ
メ
ジ
、
ホ
ン
シ

メ
ジ
、
ク
リ
タ
ケ
（
写
真
④
）
も
美
味

で
す
。
ま
た
、
オ
ニ
フ
ス
ベ
も
若
い
う

ち
は
天
ぷ
ら
に
し
て
食
べ
ら
れ
る
そ
う

で
す
。是
非
一
度
、食
べ
た
い
逸
品
で
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
天
ぷ
ら
は
衣

こ
ろ
も

を

薄
く
つ
け
、
さ
っ
と
揚
げ
、
熱
い
う
ち

に
食
べ
る
と
美
味
で
す
。

納
豆
和
え

　

ナ
メ
コ
を
は
じ
め
ブ
ナ
ハ
リ
タ
ケ
、

ア
ミ
タ
ケ
、
コ
ウ
タ
ケ
、
チ
チ
タ
ケ
な

ど
は
、
納
豆
和
え
に
し
て
も
食
べ
ら
れ

山
村

　
　

の

食
文
化

今
月
の
お
品
書
き　

四
十
一
の
膳

き
の
こ

（2）

東
京
農
業
大
学
名
誉
教
授　

杉す
ぎ
う
ら浦

孝た
か
ぞ
う蔵

▲写真①　マツタケ酒
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森林系技術者コーナー

はじめに

　海岸の人工砂丘は冬季の季節風が激しい日本海

側の各県や太平洋側の茨城県，静岡県等で見られ

ます。高さはおよそ 2 ～ 3m で，高い所では 5m

以上に造成されます。砂丘造成の目的は，その高

さを活かして強風やそれに伴う飛砂の影響から海

岸林（主にクロマツで構成されて砂防林ともいわ

れる）を守ることです。砂丘はもともと強風が吹

き風食が生じやすい環境にあるため，数年で形状

を大きく変えてしまいます。砂丘の一部が損壊し

た場合には，局所的に凹部地形ができて飛砂が集

中し，内陸の海岸林が埋まることもあります。こ

の人工砂丘の変化を捉
とら

えるためには，面的な地形

状態を把握することが必要です。そこで，上空から

撮影されたステレオの空中写真から高精度な写真

測量によって，微地形を計測することにしました。

　砂丘は，比高がわずか数メートルで，その表面

の地形状態は“なだらか”で，色調も“極めて単

調”です。果たして，上空から撮影した空中写真

でどこまで判読，再現できるでしょうか。

写真測量（DSM 抽出の手順）

　この DSM とはデジタル表層モデル（Digital 
Surface Model）の略で，最小単位をピクセル（小

さな正方体）とし，そのピクセルごとに表層面の

高さが入力されているものです。ここでは 2枚の

連続する空中写真から視差差を計測して求められ

た高さ情報が入っています。

　茨城県神栖市の波崎海岸南端部にある人工砂

丘を対象に，2008 年 1 月 4 日に撮影された空中

写真（写真①，原縮尺 1/12,500）を用いました。

この地域は砂丘の風食が激しい場所であり，砂丘

の高い所は 6m ほど，風食で損壊した場所以外

は砂草で覆われています。

　砂丘地形を高精度に抽出するため，計測には空

中写真のネガフィルムを 20μmの高解像度で読

み込んだ画像ファイルを使いました。その理由は

密着写真として焼き付ける作業と，その後にスキ

ャナーで読み取る際に生じ得る僅
わず

かな歪
ゆが

みを排除

するためです。空中写真の標定及び DSM の抽

出には BAESYSTEMS社の SocetSetというソフト

ウエアを用いました。標定とは，DSM を抽出す

るために必要な 1ペア以上のステレオモデルを構

築するために，写真の（正確にはその写真を撮影

したカメラの）位置座標と傾き等の姿勢を，地上の

既知点（標定点）を用いて計算する作業のことです。

　今回標定点として使用した点は国土地理院のウ

ェブサイトで閲覧できる“ウォッちず”より経緯

度座標を取得し，それを平面直角座標（第Ⅸ系）

に変換したもの（以下：座標Ⅸ系）です。抽出し

たDSMは，具体的には水平方向が0.4m間隔の

空間三次元座標値です。DSMの格子間隔は，理

論的には使用画像のピクセルサイズまで小さくす

ることが可能（今回は1/12,500の 20μmスキャン

画像なので0.25mグリッド）ですが，砂丘は写真

上でのコントラストがとても乏しいのでDSMの

自動抽出には限界があります。そこで，画像ピク

セルサイズの1.5 ～ 2倍程度のDSMグリッドサ

イズを適当と考えて0.4m間隔としたのです（図①）。

現地測量と DSMの比較結果

　現地測量は，レーザー測距儀トータルステーシ

ョンを用い 2008 年 3 月 18 日に実施しました（以

下：TS 測量）。測定点は，砂丘頂部の稜線上 6

カ所（a ～ f）と内陸側を走る道路上（Road）の

● CPD-022- 情報 -004-200901

ステレオ空中写真から海岸砂丘の微地形を計測
萩野裕章＊・小玉哲大＊＊

＊（独）森林総合研究所 気象環境研究領域 気象害・防災林研究室　〒305-8687 茨城県つくば市松の里1
　　Tel 029-829-8239　Fax 029-874-3720　E-mail：hagin@ffpri.affrc.go.jp
＊＊共立航空撮影（株）　〒007-0836 北海道札幌市東区北36条東26丁目2-37
　　Tel 011-782-2889　Fax 011-784-7523　E-mail：kodama@k-air.co.jp
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7 点で，基準点からの比高を測定しました（図②）。 

TS 測量を真値としたとき，同じ地点の DSM

高さと比較した結果，較差範囲は－ 0.44m ～＋

0.12m となり，較差絶対値の平均は 0.25m でし

た。最大の誤差があった c 点は，TS での比高が

5.95m に対して DSM は 5.51m になり，その較

差は－ 0.44m（TS 測定高さの 7.4％）です。基準点

より高い砂丘頂部の比高値について，DSM は過

小な値を示す傾向にありました。これは，DSM

が砂丘地形を格子点の高さで表しているので，砂

丘頂部の稜線上のように局所的な凸地形を表現し

きれないことが影響したものと推測されます。

　なお，写真撮影日と TS 測量日には 2 ヶ月余

の時間差がありますが，今回はその間の地形変

動量は無視しました。今後は写真撮影日に合わ

せて現地測量を計画する必要があると思います。

おわりに

　これまで写真測量の対象として「砂丘」は難し

いと思っていましたが，今回抽出した DSM 情

報は真値との較差が 0.25m 程度に収まりました。

正直にいうと，ここまでの精度があるとは期待し

ていませんでした。この精度であれば風食凹部（風

食溝）など砂丘地形の異常な変化を的確に捉える

ことも可能で，人工砂丘の維持管理に十分活用

できます。今後は，もっと古い空中写真も活用し，

長期間にわたる変化も求められると期待していま

す。計測精度の向上を目指して，端点測量に対応

できるよう，砂丘の稜線等を含んだ三角網データ

（TIN データ）で地形を推定することも検討した

いと思っています。また，写真標定に使用した

1/25,000 地形図には水平位置の誤差が含まれてい

るので，GPS による精密測位で標定精度を上げ

ることも可能と思います。このように，ステレオ

空中写真からの計測に取り組んだおかげで，新た

な研究の方向性が展望できたように思っています。

もっともっと写真情報を活用したいものです。

（はぎの ひろあき・こだま のりひろ）

▲写真①　現地のステレオペア
　注： 点線内が解析範囲。目の幅を黒丸

に合わせると実体視しやすい。
　撮影：京葉測量株式会社

▲図①　DSMを基にした彩段図（左図）と鳥瞰図（右図）
▲図②　波崎海岸人工砂丘
　　　　（○印：現地測量点）

風食溝

飛砂堆積地

a

c
b

基準点
（砂丘底部）

d

Road

e

f

人工砂丘
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産官学　連携プラットフォーム　キックオフミーティング

（官）行政を担う立場から

講演タイトル：森林・林業・木材産業を巡る課題

　外材輸入の先行き不透明感の増大や石油資源の調達

が不安定なことなど，木材資源等を取り巻く環境は大

きく変動しており，国産材時代の条件はまさに整いつ

つあります。あとは国内の林業界がまとまった量をど

う供給するか，ウィークポイントをクリアするだけの

段階にあります。国産材のシェアを取り戻すには，ま

ず素材生産段階でのコストダウンが不可欠です。加え

て，京都議定書第 1約束期間に入り，毎年 55 万 ha

の間伐を推進することが必要ですが，これに伴い発生

する 860m3 ／年の林地残材をどう扱うかが大問題と

考えておりまして，そのカスケード利用やニュービジ

ネスの創造を推進しなければなりません。

　従来は，柱材生産を主体とした林野行政でしたが，

森林資源に新しい価値（CO2 クレジット，社会資本，

合板・パルプ，バイオマスエネルギーなど）が付加さ

れるようになった今日，これを前進させるには，まさ

に産・官・学の連携が求められていると感じます。

（産）林業経営者の立場から

講演タイトル：私有林経営から見る森林経営の問題点

　10 年前にはあり得なかった話しですが，最近は伐

採している林業経営者に必ず尋ねるようにしているこ

と，それは，「この山を伐った後，植えますか？」。林

業は生き物であり，生き物である以上，それは科学の

世界でもあります。そして生き物だから，ある許容範

囲を踏み越えてしまうと，大きなしっぺ返しを食らう

ことになるというのが，林業経営に 30 年携わってき

て得た体験・実感です。

　産・官・学の連携において補助金は重要ですが，こ

島田泰助氏／林野庁 次長

速水 亨氏／（社）日本林業経営者協会

　平成 20 年 11 月 20 日（木）に，森林・木材・環境アカデミー，（社）日本林業協会，（独）森林総合研究所

の共同主催で，シンポジウム『森を支えるサステナブル NIPPON ～手段としての産官学連携の促進にむけ

て～』が，東京大学弥生講堂で開催されました。

　本シンポジウムは，昨年 7月に発足した「森林・木材・環境分野における産学官連携プラットフォーム」

の有効な活用方策などについて，森林・林業界の各方面のトップリーダーが議論を交わし，プラットフォー

ム（出発点，活動拠点）に描く夢や方向性を“見える化”しようというものです。記念すべき第 1回目の集

いということもあり，会場は多くの参加者で埋め尽くされました。話題提供者は，島田泰助・林野庁次長，

速水 亨・（社）日本林業経営者協会会長，堀川保幸・中国木材（株）代表取締役，箕輪光博・（社）大日本山林

会副会長。4氏は，産・官・学それぞれの立場から講演を行い，その後に行われたパネルディスカッション

では，コーディネーターの駒木貴彰氏（森林総研）の進行のもと，コメンテーターの山本幸一氏（森林総研）

と下村彰男氏（東京大学）とともに，闊
かっ

達
たつ

な議論が交わされました。

　以下に，話題提供者 4氏が，講演及びパネルディスカッションで主張されたポイントを紹介します。

森が支えるサステナブル NIPPON ～手段としての産官学連携の促進にむけて～

▲パネルディスカッションの様子

取材報告
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れが施策として上手く機能しきれていないように思い

ます。たとえば，単に間伐に補助するのではなく，経

営を支援することによって，その結果間伐が行われる

という発想が必要と考えます。

　兎に角，投資（植林・保育）を可能にしていく産業

構造に変えていかなければならず，このプラットフォ

ームに期待したいです。

（産）木材産業の立場から

講演タイトル：国産木質バイオマス資源の有効利活用

　自由競争の中で，生きるか死ぬかの瀬戸際を乗り越

えてきました。お客様が欲しいときに商品を即納でき

る物流の仕組みが理想なので，近年は港近くに広い土

地を購入し，商品ごとに 10 万坪単位の敷地で量産し

ています。

　木材産業は“物流産業”です（※流通コストは製

造コストの約 3倍）。世界と競争するには，物流コス

トを制御しなければいけません。海外には高速道路が

タダの国もあり，産・官・学の連携というならば，木

材産業の輸送については高速料金を下げるなどの発想

があっても良いのではないでしょうか。

　また，最近，注目されているバイオマス。これは規

模が勝負です。また，発電だけでは収益性は低いので

すが，蒸気の持つ熱量を売ることで採算性が見込めま

す。最後に一言，林業界には合理化の道が山ほどあり

ます。

（学）研究分野の立場から

講演 タイトル：これからの森林経営─新しい価値と資

本の創造に向けて

　森林資源は，これまでにも何らかの価値・資本を形

成し，時代の要請に応じて変遷してきました。では，

これから向かっていくべきところは，どのような価値・

資本なのでしょうか。

　“新生産システム”に代表されるような新しい動き

は，①資源が充実してきたこと，②川上と川下が協働

しようという機運の高揚，③従来の林業経営という営

み，の 3つが連動していくことで実現が可能な状況に

なっています。

　私は，上記②のような，人と人との連鎖（chain）
や地域での循環（circle）がキーワードと考えます。

今後は，“社会的共通資本”としての森林の価値をよ

り強く世の中に訴える必要があります。つまり，森林

所有者だけが森林に投資するのではなく，地域住民や

国民も森林に投資するような意識変革が求められてい

るのです。 （普及部 編集担当／志賀）

堀川保幸氏／中国木材（株）代表取締役

箕輪光博氏／（社）大日本山林会 副会長

▲講演に熱心に聴き入る参加者

★ここに紹介する資料は市販されていないものです。必要な方は発行所へお問い合わせくださるようお願いいたします。

技術情報 技術情報技術情報 技術情報技術情報
研究報告　第 37 号

平成 20 年 3 月　岐阜県森林研究所

〒 501-3714　美濃市曽代 1128-1

Tel 0575-33-2585　Fax 0575-33-2584

□未熟な土壌条件下における若齢針葉樹人工林の炭

素・窒素貯留量 渡邉仁志・井川原弘一・

大洞智宏・横井秀一・中川 一

研究報告　No.28

平成 20 年 3 月　茨城県林業技術センター

〒 311-0122　那珂市戸 4692

Tel 029-298-0257　Fax 029-295-1325

□マツ材線虫病に強い海岸林の造成に関する研究

 津田裕司・細田浩司・横堀 誠
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　私は熊本県の阿蘇に来て山仕事

を始めた I ターン。一通りの基本

作業を学んだ頃に教えられた言葉

が「山に肥やしをまけ」だった。

　“肥やし”とは足跡のこと。春

夏秋冬を問わず，労を厭
いと

わず足繁

く自山に通えば，自
おの

ずとその山に

合った仕立て方が見えて来るとい

うもの。良い山を造るための基本

的な心がけを言葉にしたものだ。

山で仕事をする人間なら絶対に心

に刻んでおかねばならない言葉な

んだろうな，と思いつつも，自分

　これまで航空写真画像や衛星画

像について実践的知識を得ようと

思っても，かなり専門的な用語が

飛び交う参考書や単体の情報を整

理した資料がほとんどで，手軽に

読める解説書を求めていた方も多

いのではないだろうか。

　そんなニーズを満たしてくれる

書籍が，古今書院から出版され，

GIS修業中の私は，まさに待望の

一冊を手にすることができた。

の山を持たず現場から現場へ渡り

歩く一現場作業員にとっては，正

直いま一つ実感を持てないままで

あった。

　今回，30 人もの林業人の山へ

の取り組みをまとめた本の紹介文

を書くことになり，都合 3回読み

通したことによって，ようやくこ

の言葉が実感を伴い理解できたよ

うな気がした。とにかく，みなさ

ん自山へ足を運んでいる。人によ

っては雨の日も含め毎日という方

もいるほどで，作業対象や財産と

　本書は，近年，Google Earth等
のインターネットから容易に入手

できる画像から専門業務で利用さ

れる GIS画像に至るさまざまな画

像について，それぞれの種類・特徴・

撮影方法・入手方法等の基本的

なところから，初心者にわかりや

すい平易な表現で解説をしている。

また，すべての項目（用語）が，見

開き2ページに解説文とそれを具

体的に示した図表や画像とを対に 

しての見方から山へ足を運ぶので

はなく，そもそも山の中を歩くこ

とが楽しくてしょうがない，また

山を歩けば何かしら教えられるも

のがあるという純粋な気持ちを山

主さんが持っていることを知った。

　30 人の個性は様々だが，一つ

共通点を発見。とにかく揃いも揃

ってみなさん，山に対し謙虚であ

る。山に生かしてもらっている，

木のことは山に聞くのが一番，山

は預かりものであり食わしてもら

う限りはきちんとした手入れをし

てお返しするのが山主として当た

り前の責任感，等々言葉は違えど

も長年山と向き合ってきたからこ

そ滲
にじ

み出る山への謙虚な気持ちの

持ちようには感心させられた。

　もう一つの共通点は複層林（多

段林）に取り組んでいる点だ。流
は

行
や

っているから，収益的な面から，

という理由からではなく，どうす

れば内容豊かな山を造れるかとい

う観点からこの施業方法を選んで

配した構成で，視覚的にも理解が

進むように工夫されている。

　一方で，各画像が持つ特質に応

じてどのような処理がなされた上

で利用されているか等，専門的な

事柄も併記されている。画像解析

にある程度精通している人が，理

解・習得している知識や技術を再

確認したり，「この用語，この部分

については少々不安だから調べた

い」という場面でも活躍しそうだ。

　最近，よく耳にする，「持続可

能な森林管理」を実践するための

調査において，航空・衛星写真画

像はますます重要な情報として位

置付けられる傾向にある。昨年末

にポーランド・ポズナニで開催さ

れた，気候変動枠組み条約第 14

回締約国会議（COP14）において

議論された，“途上国における森

林減少・劣化による CO2 排出の

削減に関する取り組み”（REDD）

本
の
紹
介

本
の
紹
介

（社）全国林業改良普及協会 編

日本の記録　林業人列伝 vol.1

発行所：（社）全国林業改良普及協会
　〒107-0052　東京都港区赤坂 1-9-13 三会堂ビル
　TEL 03-3583-8461　FAX 03-3583-8465
　2008年 9 月発行　四六判　336p
　定価：2,100円（本体2,000円＋税）
　ISBN978-4-88138-207-3

（財）日本測量調査技術協会・
津留宏介・峰島貞治・古本秀明・馬河紘子 編著

CAD/CG/GIS ユーザーのための

航空・衛星写真画像ハンドブック
発行所：株式会社 古今書院
　〒101-0062　東京都千代田区神田駿河台 2-10
　TEL 03-3291-2757　FAX 03-3233-0303
　2008年 7 月発行　B5判　192p
　定価：3,780円（本体3,600円＋税）
　ISBN978-4-7722-3117-6
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( この欄は編集委員が担当しています )

こ
だ
ま

『
生
き
る
』　
１
９
５
２
東
宝　

黒
澤
監
督

　名作である。社会人にまさになろうとしてい

た当時の私の心に，強烈に響いた作品だ。初心

と志とを忘れぬためにも，これを座右の銘なら

ぬ座右の映画としている。

　主人公の渡辺は，公園の整備に対する地元の

主婦たちからの陳情も各課をたらい回しにして

追い返すような市役所の市民課長。役所での仕

事は決裁のハンコを押すだけ。ところがある日，

自分が不治の病であることに気付かされ，死を

目前にして初めて，自分のこれまでの人生を

反省し，苦悩する。「生きる」とは何か。彼は，

生きていることを実感し得るような生活こそが

「生きる」ことの価値であり尊さであると目覚

め，余命数ヶ月を，人のためになる己の仕事を

通じて，本当に「生きよう」と決心する。彼は，

陳情案件であった公園の整備のため，人が変わ

ったように公務に没頭する。課員の反対者を説

得し，関係各課を粘り強く説得し調整した。

　5カ月後，公園の完成と同時に，自分の造っ

た公園のブランコに乗りながら渡辺課長は死ん

だ。地域住民から起こる功労と同情の声，声…。

市役所は「公園の完成は，公園課と市会議員と，

助役の尽力だ」，「渡辺課長の仕事は，市民課長

の職権内でのことで，彼が公園造りに尽力した

というのは間違い。公園造りは公園課の主管事

項。あえて言えば公園課長，土木部長が功労者

だ」などと口々に言う。そんな中，渡辺課長に

続こうとする若者が出るのだが，役所の雰囲気

はそう簡単には変わらない……。

　50 年以上たった今でも相通ずるものがあり，

黒澤監督や脚本家の鋭い洞察力と表現力の見事

さには舌を巻く。方や，私も組織の中に身を置

き，自らも事
こと

勿
なか

れ主義の体質に少し染まってい

ることを自覚している。そこから脱却し，森林

を通じて地域の人々や皆さんが少しでも幸せに

なるよう，微力ながら貢献していきたいものだ。

　森林の整備や保全のための技術・研究，それ

に係る仕事や行政は，同じく公益のためである

ことには変わりない。渡辺課長の思いを常に持

ち続けていきたい。 （take）

いることに，「山に肥やしをまけ」

の真髄を見せられた気がした。

　山を見れば山主としてのあり方

が分かるそうだが，ハイレベルな

林業人（山主）とは，そもそも人

間力そのものが高いということを

痛感した 1冊であった。

　最後に一読者としてのわがまま

を。できれば追加取材等で，実際

の（具体的な）山の仕立て方等を

補記した内容として再編集してほ

しかった。
（阿蘇林業保険組合（一人親方組合）

現場作業員／菅原俊和）

では，森林減少・劣化の経年変化

を把握するためのもっとも適切な

方法として，衛星写真画像の解析

が挙げられている。

　このように，国際的にも期待が

高まる森林の動態を調べるのに欠

かせない，航空・衛星写真画像。

その扱い方について，勉強を始め

たい方，知見をより深めたいとお

考えの方に，役立つ一冊となろう。
（財団法人 林業科学技術振興所

／技術士 志賀亮介）
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　農林水産省が平成 19 年に公表

した「平成 18 年木材流通構造調

査」によると，製材工場への素材

入荷量のうち 48％が原木市場を

介して入荷されているが，5年前

の調査と比べ 8ポイント減少して

おり，原木市場を介さない取引が

増加傾向となっている。

　製材工場からの国産材製品の出

荷量についても，製品市場を介す

る割合が前回調査と比べ 7ポイン

ト減少し 28％となっており，製

材品についても市場を介さない流

通構造に変化しつつあるといえる

（図①）。

　プレカット工場への国産材の入

荷量は前回調査と比較して 34％

増加の 146 万m3 となり，外材を

含めた全体の入荷量に占める国産

材の割合は 30％となった（図②）。

　また，国産材の内訳は前回調査

と比較して未乾燥材等，人工乾燥

材，集成材のいずれも増加する中，

未乾燥材等が 26％の増加である

のに対し，人工乾燥材，集成材に

ついては 42％と大幅な伸びを示

した。このことは，自動化された

プレカット加工システムに適した

寸法精度・安定性に優れた材料が

求められていることの現れである

といえる。

国産材の流通構造

▲図①　製材用素材，製材品の流通構造
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注 1：上段は平成 18 年， 
下段は前回調査（平
成 13 年）の値である。

注 2：（　）は製材工場 
の入・出荷先別割合

注 3：＜　＞はプレカ
ット工場の入荷先別
割合

資料：農林水産省「木材流通構造調査報告書（平成 18 年）」を基に作成。

▲図②　プレカット工場への入荷内訳（割合）
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(千ｍ３）未乾燥材等 人工乾燥材 集成材 外材
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194390507

国産材<30%> 外材<70%>

外材<71%>国産材<29%>

3,419

2,721 資料：農林水産省「木
材流通構造調査」

　 注：（　）は平成 13
年からの増減率，

　 ＜　＞は入荷量に占
める割合。



45森林技術　No.802　2009.1

1 月
行事名 開催日・期間 会場 主催団体 連絡先 行事内容等

公開講演会
「地球環境保全
と海外植林」

1/14 東京大学弥生講堂
社団法人海外
産業植林セン
ター

東京都中央区銀座 6- 
16-11
Tel 03-3546-3690

地球環境への取り組みをアピールするため
に，王子製紙やトヨタ自動車などの海外で
の植林事業ならびに林野庁の海外林業協力
室のご協力を得まして，林野庁が取り組む
地球環境対策（ＣＤＭ植林および REDD）
についての講演会を開催します。

2 月
行事名 開催日・期間 会場 主催団体 連絡先 行事内容等

森林ＧＩＳフォ
ーラム
東京シンポジウ
ム 2008

2/1 東京大学弥生講堂
アネックス

森林ＧＩＳフォ 
ーラム

宇都宮大学農学部・森
林科学科　森林計画・
計測学研究室内
Tel 028-649-5532

林野庁の森林 GIS に関する政策，および
RS/GIS による再造林放棄地の抽出やその
現場探索手法についての講演のほか，森林
GIS に関する話題提供数件を予定していま
す。賛助会員のデモンストレーションもあ
ります。定員 80 名を予定。

平成 20 年度新
生産システムモ
デル地域事業報
告会

2/17

スクワール麹町 3F
「錦華」

（東京都千代田区麹
町 6丁目 6番地）

日本林業技士
会

東京都千代田区六番町 7
番地
日林協会館 5F
Tel 03-6737-1239

新生産システム推進対策事業がスタートし
て 3 年目を迎えており，各モデル地域のこ
れまでの取組状況とその成果を報告しま
す。

平成 20 年度上
下流連携いきい
き流域プロジェ
クト事業シンポ
ジウム

2/25

スクワール麹町 3F
「錦華」 

（東京都千代田区麹
町 6丁目 6番地）

日本林業技士
会

東京都千代田区六番町 7
番地
日林協会館 5F
Tel 03-6737-1239

都道府県境を越える圏域における上下流の
住民や森林・林業関係者が連携して取り組
む活動等を普及啓発するとともに，林業・
木材産業の活性化と森林環境教育を通じた
森林の公益的機能の維持増進等を推進する
ために行います。

森林・林業関係行事

プログラム H20年度 新生産システムモデル地域事業報告会
　　　 以下の順で，各モデル地域のコンサルタントが取組状況と成果を報告します。

時　間 報告地域 時　間 報告地域

10：00～10：10 （開　会） 14：05～14：25 四国（うち嶺北仁淀・東予）

10：10～10：35 秋田 14：25～14：45 四国（うち四国中東部）

10：35～11：00 奥久慈八溝 14：45～15：10 高知中央・東部地域

11：00～11：25 岐阜広域 15：10～15：25 （休　憩）

11：25～11：50 岡山 15：25～15：50 中日本圏域

11：50～12：15 熊本 15：50～16：15 大分

12：15～13：15 （休　憩） 16：15～16：40 宮崎

13：15～13：45 四国（うち中予山岳） 16：40～17：05 鹿児島圏域

13：45～14：05 四国（うち徳島南東部） 17：05～17：10 （閉　会）

（※会場・問合わせ先等は，上記の『森林・林業関係行事』を参照）

公開シンポジウム　航空写真とGISを活用した松枯れピンポイント防除法
（独）森林総合研究所 主催　　　

　　■ 日 時　　平成 21 年 3月 5日 ( 木 )　13：15 ～ 17：00
　　■ 場 所　　東京大学弥生講堂 一条ホール
　　■ 問合わせ先　〒305-8687　茨城県つくば市松の里１　TEL：029-873-3211
　　■ 講演内容

　　　●松くい虫被害の現状と対策　（林野庁・森林保護対策室長　猪島康浩氏）
　　　●岩手県における松枯れ被害の発見から駆除まで　（岩手県・森林整備課主査　高橋健太郎氏）
　　　●寒冷地域での防除木の選別に必要な知見　（森林総研・生物被害研究Ｇ主任研究員　中村克典氏）
　　　●航空写真によるピンポイント防除法　（森林総研・森林管理研究領域長　中北 理氏）
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雑　　記
　今春の日本森林学会は京都大学に
おいて開催される。京都と聞いて梅
小路を連想した方は，相当な蒸気機
関車ファンの方と拝察する。実はこ
の業界，意外と隠れ鉄道ファンが多
い。とある懇親の場でますますその
意を強くした（？）。衆議一決，梅
小路蒸気機関車館に集まることとな
った。もちろん産官学老若男女は問
わないので，今後の情報にご注目い
ただきたい。 （吉木田独歩ん）

社団法人日本森林技術協会定款第 7条に基づく社員について

H21.1.1 現在

このことについて，社員選出規程第 8 条の規定により社員の氏名を公示します。

任期は平成 21 年 1 月 1 日から平成 22 年 12 月 31 日までとなります。

天 野 正 博 小 沢 圭 子 河 本 一 夫 瀧　尻　冨士雄 橋 本 良 二 松 原 利 泰

有 馬 孝 禮 落 合 辰 巳 小 塚 京 二 竹 内 敬 一 長谷川　洋　昭 間 所 高 史

池　谷　キワ子 尾 山 篤 治 小 林 藤 雄 竹 中 三 成 花 房 典 昭 箕 輪 光 博

石 島　　 操 小 禄 直 幸 紺 野 剛 保 田 島 裕 志 馬 場　　 彰 宮 長　　 悟

稲 垣 敏 明 甲 斐 重 貴 堺　　 俊 彰 田ノ上　裕　孝 林　　 和 弘 明 星　　 晋

井ノ上　二　郎 潟 辺 秀 一 相 模 正 芳 千 葉　　 太 原 田 公 司 百 瀬 昌 孝

井 上 善 夫 金 谷　　 誠 櫻 井 尚 武 辻 　 　 稔 番 重 賢 嘉 森 信 光 夫

井 上 章 二 金 谷 紀 行 佐々木　　　太 辻　　　亜矢子 久 田 卓 興 森 山 昌 人

上 田 一 仁 金 山　　 誠 佐々木　惠　彦 土 屋　　 智 廣 居 忠 量 八 木 久 義

植 竹 一 郎 金 子 昌 弘 宿 利 英 司 坪 田 清 美 藤 井 吉 人 矢 崎 英 敏

梅 田 敏 光 金 子 周 平 茂 田 和 彦 照 井 靖 男 藤 原 一 樹 柳 原 正 紀

宇 山 由 夫 上 村 行 生 地頭所　一　見 豊 川 勝 生 藤 原　　 敬 山 縣 光 晶

江 口　　 篤 亀 石 達 朗 志 水 俊 夫 内 藤 健 司 増 谷 利 博 由 井 正 敏

大 泉 雅 春 神 田 リ エ 清 水 裕 治 直 井 雅 弘 松 井　　 正 吉 田 茂 実

大久保　政　利 神 田 憲 二 白 山 俊 一 仲　　 建 三 松 岡 良 昭 吉 田 正 信

太 田 猛 彦 喜 夛　　 弘 菅 原　　 健 中 尾 由 一 松 隈　　 茂 吉 野 大 二

大 竹 幸 二 郡 司 正 隆 周 藤　　 眞 長 間　　 孝 松 倉 治 和 吉　村　麻実子

大 谷 慶 人 小 池 伸 介 瀬治山　秀　樹 中 村 松 三 松 下 芳 樹 米 田 安 範

大 西 俊 和 小 池 正 雄 高 橋 俊 勝 西 尾　　 正 松 田 敏 明 若 松　　 卓

小 椋 金 一 河 野　　 裕 田　川　隆太郎 仁多見　俊　夫 松 野 義 信 渡 辺 太 一

（120 名）

事務局から：支部代表会員（社員）を選出していない支部がありますので選出をお願いします。

● 12 月号 p.30，本文左段下から 8行目，お名前，（誤）～大隈
4

前理事長～　→　（正）～大熊
4

前理事長

訂　正 深くお詫び申し上げます

〔普通会費 3,500 円・学生会費 2,500 円・法人会費 6,000 円〕
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技術士（森林部門）第二次試験受験講習会のご案内

  技術士制度は，技術士法に基づいて高度の専門的応用能力を有する上級技術者を育成・活用する

ための国家資格制度です。森林に対する国民の要請が著しく高度化・多様化する中で，森林部門の

技術士の役割はますます重要になっています。本講習会では，受験申込から論文の書き方まで，森

林部門（林業，森林土木，林産，森林環境）の試験の要点をわかりやすく解説いたします。

●主　　催： 森林部門技術士会・（社）全国林業改良普及協会・都道府県森林土木コンサルタント連

絡協議会・（財）日本森林林業振興会・（社）日本森林技術協会

●場　　所：日林協会館　3階大会議室（東京都千代田区六番町 7）

●参加資格：修習技術者等（技術士補，第一次試験合格者及びその他関心のある方）

●参 加 費：6,000 円（テキスト，昼食代を含む）

●参加者数：50 名（定数になり次第，締め切らせていただきます）

●申 込 先：〒 102-0085　 東京都千代田区六番町 7 

日林協会館内　森林部門技術士会　事務局

担当者：本山，渡辺（TEL：03-3261-1378　FAX：03-3234-1379）

～新しい試験内容に対応～

平成 21 年 3 月 13 日（金）　　午前 10 時～午後 5時



〒541-0042　　大阪市中央区今橋2-2-17今川ビル
ＴＥＬ０６－６２２９－１６００ ＦＡＸ０６－６２２９－１７６６

http://www.tokokosen.co.jp　e-mail:forestagri@tokokosen.co.jp
　　

静岡県での2003年施工地(本年3月撮影)、樹種ヒノキ

＊一部の部材は生分解性ではありません。

植栽後の獣害にお悩みの皆様へ！
幼齢齢木木ネネッ で

か

お問い合わせ

トウモロコシからのプラスチック繊維を
使用しているため下記の効果が見込
めます。

１．1,000本でおよそ130kgの二酸

化炭素削減効果（石化製品で
ないため）

２．撤去の際の効率向上による
作業費の低減、期間の減少
（いずれ生分解するため）

ょ



日本森林技術協会編
東京書籍発行森林の100不 思 議

101のヒントシリーズ

お求めは，お近くの書店または
直接東京書籍（鈎03-5390-7531）までどうぞ。

●森林の 100不思議（ 1988）：知っていますか？森と木の科学を。ミクロの世界から地球的
規模の話まで，おもしろくてためになる森林の秘密100。当たり前のこと，正しいと思っ
ていたことの意外な事実とは…。定価1,030円（本体981円）

●森と水のサイエンス（ 1989）：知っていますか？地球の生態系を形づくる森と水の働きを。
地球の水の循環過程を追い，私たちの暮らしを支える貴重な水を貯留し浄化する森林のメカ
ニズムとは…。定価1,050円（本体1,000円）

●土の 100不思議（ 1990）：知っていますか？私たちの生活を豊かにする驚くべき土の働きを。
私たちの生活に密着した働きとは？土を豊かにしている生き物とは？植物とのかかわりや土
の中で起こっていることとは…。定価1,050円（本体1,000円）

●森の虫の 100不思議（ 1991）：知っていますか？自然界での虫の役割を。ほかの動物や気
候風土などをも含めた複雑なシステムの下で，栄枯盛衰を繰り返す森の虫たちの姿とは…。
森の虫の小百科。定価1,223円（本体1,165円）

●続・森林の 100不思議（ 1992）：知っていますか？もの言わぬはずの木や草が，ひそかに
ささやき合っている事実を。カビや細菌が果たす重要な役割とは？木材をはじめとする森林
の産物の意外な事実とは…。定価1,223円（本体1,165円）

●熱帯林の 100不思議（ 1993）：知っていますか？世界の森林が熱帯林を中心に減少し続け
ている事実を。種の多様性とは？巨大な炭素の蓄積とは？構造や相互関係の複雑さなどの中
から読み取る熱帯林の秘密100。定価1,223円（本体1,165円）

●森の動物の 100不思議（ 1994）：知っていますか？森に住む動物たちのさまざまな暮らし
ぶりを。森の恵みを受け，森の世代交代を手伝いながら生きている森の動物たちのオモシロ
生態や行動の意味とは…。定価1,223円（本体1,165円）

●木の 100不思議（ 1995）：知っていますか？自然に優しく暮らしに役立つ身近にある木材
の豊かな世界を。森の中で自然環境を保ってきた木は木材となって役に立ち，やがて土にか
えり，そして何度も生まれかわる木（材）の姿とは…。定価1,223円（本体1,165円）

●森の木の 100不思議（ 1996）：知っていますか？ナンジャモンジャの木の正体を。奇想天
外という名の木もある文字どおり不思議に満ちた樹木のあれこれ。そのしたたかな暮らしぶ
りとは…。定価1,223円（本体1,165円）

●きのこの 100不思議（ 1997）：知っていますか？世界最大の生物はきのこの仲間というこ
とを。健康によい成分をたくさん含むきのこ。命を奪うほどの猛毒を秘めているきのこ。森
の妖精と呼ぶにふさわしいきのことはいったい…。定価1,260円（本体1,200円）

●森を調べる50の方法（ 1998）：知っていますか？木の身長・胸囲の測り方を。森にはいろ
いろな顔があります。森をもっとよく知り，もっと楽しむための，わかりやすい森の調べ方
教室。定価1,365円（本体1,300円）

●森林の環境 100不思議（ 1999）：知っていますか？大いなる出会いの不思議を。大気と大
地の接触面に森林は育ち，人間はそこから数え切れないほどの恩恵を受けてきました。四者
の出会いが織りなす世界とは…。定価1,365円（本体1,300円）

●里山を考える 101のヒント（2000）：日本人の心の故郷，里山。自然のなごり漂う生活の場，
里山が人々をひきつけ，見直されているのはなぜか…。里山を訪ね，里山に親しみ，里山を
考えるためのヒント集。定価1,470円（本体1,400円）

●ウッディライフを楽しむ 101のヒント（2001）：知らないうちに地球に貢献。捨てる部分
がない「木」，変幻自在の「木」，気候風土と一体の「木」。木のある暮らしを楽しむための
絶好のヒント集。定価1,470円（本体1,400円）

●森に学ぶ 101のヒント（2002）：山歩きの楽しみ方は各人各様。もっと知りたい，自分な
りの発見をしたい。こうした楽しみに応えてくれるものを森林は持っているはずです。見え
るもの，聞こえるものを増やすためのヒントが満載。定価1,470円（本体1,400円）

●森の野生動物に学ぶ 101のヒント（2003）：野生動物（哺乳類・両生類・は虫類）の暮らしぶり，
生態系を乱す外来種の問題など，森の動物たちの世界に注目。動物たちに学び親しむための
新たなヒント集。定価1,470円（本体1,400円）

●森の野鳥を楽しむ 101のヒント（2004）：私たちにとってとても近い存在なのに，あまり
注意して見られない野鳥たち。でもそこには息を呑むような彼らの世界があるのです。本書
をヒントに鳥と遊んでみませんか。定価1,470円（本体1,400円）

●森の花を楽しむ 101のヒント（2005）：森林にかかわる人々が，その仕事や研究成果の一部
をわかりやすく説明するとともに，花との出会いの中で得られたさまざまなエピソードや花
への想いなども紹介。森の花を楽しむための絶好のヒント集。定価1,575円（本体1,500円）



　　　は『緑の循環』認証会議（SGEC)
の審査機関として認定され，〈森林認証〉
〈分別・表示〉の審査業務を行っています。

　日本森林技術協会は，ＳＧＥＣの定める運営規程に基づき，公正で中立
かつ透明性の高い審査を行うため，次の「認証業務体制」を整え，全国
各地のＳＧＥＣ認証をご検討されている皆様のご要望にお応えします。

【日本森林技術協会の認証業務体制】

１．学識経験者で構成する森林認証審査運営委員会による基本的事項の審議

２．森林認証審査判定委員会による個別の森林および分別・表示の認証の判定

３．有資格者の研修による審査員の養成と審査員の全国ネットワークの形成

４．森林認証審査室を設置し，地方事務所と連携をとりつつ全国展開を推進

日本森林技術協会システムによる認証審査等

事前診断

認証審査

管理審査

認証の種類

1．森林認証

2．分別・表示

認証の有効期間

・基準・指標からみた当該森林の長所・短所を把握し，認証取得のために事前に整備すべき
　事項を明らかにします。
・希望により実施します。　・円滑な認証取得の観点から，事前診断の実施をお勧めします。

申請から認証に至る手順は次のようになっています。
＜申請＞→＜契約＞→＜現地審査＞→＜報告書作成＞→＜森林認証審査判定委員会による認
証の判定＞→＜SGECへ報告＞→＜SGEC認証＞→＜認証書授与＞

・現地審査

・結果の判定

・認証のタイプ

・審査内容

・審査内容

書類の確認，申請森林の管理状況の把握，利害関係者との面談等により審査を行います。

現地審査終了後，概ね 40 日以内に認証の可否を判定するよう努めます。

５年間です。更新審査を受けることにより認証の継続が行えます。

「森林認証」と「分別・表示」の２つがあります。

持続可能な森林経営を行っている森林を認証します。

多様な所有・管理形態に柔軟に対応するため，次の認証タイプに区分して実施します。
①単独認証（一人の所有者，自己の所有する森林を対象）
②共同認証（区域共同タイプ：一定の区域の森林を対象）

（属人共同タイプ：複数の所有者，自己の所有する森林を対象）
③森林管理者認証（複数の所有者から管理委託を受けた者，委託を受けた森林）

SGECの定める指標（36 指標）ごとに，指標の事項を満たしているかを評価します。
満たしていない場合は，「懸念」「弱点」「欠陥」の指摘事項を付すことがあります。

認証林産物に非認証林産物が混入しない加工・流通システムを実践する事業体を認証します。

SGECの定める分別・表示システム運営規程に基づき，入荷から出荷にいたる各工程にお
ける認証林産物の，①保管・加工場所等の管理方法が適切か，②帳簿等によって適切に把握
されているか，を確認することです。

[諸審査費用の見積り]　「事前診断」「認証審査」に要する費用をお見積りいたします。①森林の所在地（都道府県市町村名），
②対象となる森林面積，③まとまりの程度（およその団地数）を，森林認証審査室までお知らせ
ください。

[申請書の入手方法]　「森林認証事前診断申請書」「森林認証審査申請書」，SGEC認証林産物を取り扱う「認定事業体
登録申請書」などの申請書は，当協会ホームページからダウンロードしていただくか，または森
林認証審査室にお申し出ください。

◆SGECの審査に関するお問合せ先：

社団法人 日本森林技術協会　森林認証審査室
〒102-0085　東京都千代田区六番町7　Tel 03-3261-5516　Fax 03-3261-5393
●当協会ホームページでもご案内しています。［http：//www.jafta.or.jp］

『緑の循環』認証会議

Sustainable Green Ecosystem Council

毎年１回の管理審査を受ける必要があります。
（内容は，１年間の事業の実施状況の把握と認証取得時に付された指摘事項の措置状況の確
認などです。）
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